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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

Ｎ
Ｙ
流
？

フ
ラ
ン
ス
流

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
ま
だ
、
こ
ん
な
粋
な
叔
父
さ
ん
が
街

を
闊
歩
し
て
い
る
ん
だ
な
あ
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
１
７
８
９
年
の
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃
事
件
か

ら
２
３
０
年
目
の
14
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
と
レ
キ
シ

ン
ト
ン
街
に
挟
ま
れ
た
60
丁
目
で
パ
リ
祭
が
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
で
も
「
着

こ
な
し
」
の
革
命
を
世
界
に
も
た
ら
し
て
き
た
。
叔
父
さ
ん
、

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
サ
ッ
と
敬
礼
。
フ
ラ
ン
ス
義
勇
軍
の
魂

が
襟
を
立
て
た
ま
ま
の
レ
ジ
メ
ン
タ
ル
タ
イ
か
ら
漂
う
。

夏
恒
例
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
」
が
22
日
（
月
）
か
ら
８
月

16
日
（
金
）
ま
で
の
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
（
一
部
の
店
舗
は
週

末
も
実
施
）
、
26
日
間
に
わ
た

り
３
８
１
店
舗
の
レ
ス
ト
ラ
ン

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
る
。

料
金
は
２
コ
ー
ス
ラ
ン
チ
が

26
ド
ル
、
３
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー

が
42
ド
ル
、
同
期
間
限
定
メ
ニ

ュ
ー
は
各
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
。
今

月
９
日
か
ら
予
約
が
開
始
さ
れ

た
た
め
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の

予
約
は
お
早
め
に
。
参
加
レ
ス

ト
ラ
ン
の
リ
ス
ト
・
予
約
、
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.ny
cgo.com

/restau
rant-w

eek

を
参
照
。

レ
ス
ト
ラ
ン
週
間

22
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
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米
国
人
は
退
職
後
、
１
７

０
万
ド
ル
（
約
１
億
８
３
０

０
万
円
）
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
金
融
サ
ー
ビ
ス

会
社
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ュ
ワ

ブ
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
し

か
し
、
同
社
の
退
職
プ
ラ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
ネ
イ
サ
ン
・
ボ

リ
ス
氏
は
「
ほ
ど
ん
と
の
人
が

そ
の
数
字
に
は
た
ど
り
着
か
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

調
査
は
個
人
年
金
制
度
４
０

１
ｋ
に
積
立
を
し
て
い
る
全
米

の
１
０
０
０
人
を
対
象
に
し
た

も
の
だ
が
、
積
み
立
て
て
い
る

の
は
大
半
が
給
与
の
10
％
未

満
、
平
均
で
年
８
７
８
８
ド
ル

（
約
95
万
円
）
で
、
１
７
０
万

ド
ル
に
は
ま
っ
た
く
追
い
つ
か

な
い
と
い
う
。

従
業
員
給
付
研
究
所
（
Ｅ
Ｂ

Ｒ
Ｉ
）
の
今
年
１
月
の
調
査

（
現
役
労
働
者
と
退
職
者
各
１

０
０
０
人
調
査
）
に
よ
る
と
米

国
の
勤
労
者
の
３
分
の
２
は
退

職
後
も
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き

る
と
確
信
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
実
際
に
計
算
し
て
い

た
の
は
42
％
で
、
ま
た
医
療
費

に
ど
れ
く
ら
い
の
医
療
費
が
か

か
る
か
ま
で
計
算
し
て
い
た
の

は
３
人
に
１
人
だ
っ
た
。

４
０
１
ｋ
年
金
の
最
大
の
取

扱
会
社
で
あ
る
フ
ィ
デ
ィ
リ
テ

ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
現
在
４
０
１

ｋ
の
平
均
残
高
は
約
29
万
７
７

０
０
ド
ル
（
約
３
２
０
０
万

円
）
。
過
去
10
年
間
で
４
６

６
％
増
加
し
た
と
い
う
。

快
適
な
引
退
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
な
金
額
は
個
人
で
違

う
が
、
65
歳
退
職
時
に
受
け
取

れ
る
金
額
を
50
万
ド
ル
と
し
た

場
合
、
年
平
均
６
％
の
利
回
り

が
あ
る
と
し
て
、
20
代
で
始
め

た
場
合
、
毎
年
年
収
の
10
％
か

ら
15
％
を
積
み
立
て
る
必
要
が

あ
る
。
45
歳
以
上
で
始
め
た
場

合
は
35
％
以
上
積
み
立
て
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
ボ
リ
ス
氏
は

指
摘
し
て
い
る
。

日
本
で
は
金
融
庁
が
６
月
、

95
歳
ま
で
生
き
る
に
は
夫
婦
で

約
２
千
万
円
の
金
融
資
産
の
取

り
崩
し
が
必
要
に
な
る
と
の
試

算
を
示
し
た
。
公
的
年
金
で
は

足
り
な
い
た
め
若
い
頃
か
ら
の

資
産
形
成
な
ど
「
自
助
」
を
勧

め
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

野
党
側
が
与
党
を
批
判
、
７
月

４
日
に
公
示
さ
れ
た
参
院
選
の

争
点
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
て
い

る
。

退
職
後
に
必
要
な
お
金

米
国
人
の
希
望
的
金
額
は

で
き
れ
ば
１
７
０
万
ド
ル

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り

込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山

学
院
大
学
図
書
館
（
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大

学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

https://nipponexpressusa.com/
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「日経電子版 Pro」企業内で情報共有
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
乱
立

し
、
情
報
ソ
ー
ス
が
多
様
化
す

る
昨
今
、
企
業
内
に
お
け
る
情

報
の
共
有
や
、
共
有
し
た
情
報

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
経

済
新
聞
社
は
そ
れ
を
解
決
す
べ

く
、
「
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
」

よ
り
「
グ
ル
ー
プ
機
能
」
を
リ

リ
ー
ス
。
情
報
を
チ
ー
ム
や
グ

ル
ー
プ
単
位
で
最
適
化
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
か
ら
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
は
、
全
社

を
あ
げ
て
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
」
へ
舵
を
切
る
な
か
、
日

経
電
子
版
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

新
聞
紙
面
に
先
駆
け
た
電
子
版

の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
配
信
は
よ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
に

注
力
し
、
朝
か
ら
夕
方
に
か
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
の
ニ
ュ
ー

ス
発
信
も
強
化
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ー
ン
に
お
い
て
、
さ
ら
に
活
用

で
き
る
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
し
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

な
か
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス

に
特
化
し
た
「
日
経
電
子
版
Ｐ

ｒ
ｏ
」
は
、
従
来
の
個
人
契
約

の
日
経
電
子
版
よ
り
も
さ
ら
に

ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
や
機
能
が
充
実
。
た
と
え

ば
日
経
新
聞
以
外
に
「
日
経
産

業
新
聞
」
「
日
経
Ｍ
Ｊ
」
「
日
経

ヴ
ェ
リ
タ
ス
」
の
記
事
が
読
め

る
ほ
か
、
通
常
の
電
子
版
の
５

倍
、
約
２
万
社
の
ニ
ュ
ー
ス
・

デ
ー
タ
や
、
約
７
０
０
０
社
の

人
事
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。
ま

た
、
Ｍ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
機
能
を
使

え
ば
フ
ォ
ロ
ー
し
た
企
業
や
キ

ー
ワ
ー
ド
、
コ
ラ
ム
に
関
す
る

情
報
を
自
動
収
集
。
ま
さ
に
圧

倒
的
な
情
報
力
が
特
長
の
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
決
定
版

だ
。リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て

新
機
能
「
グ
ル
ー
プ
機
能
」
を

ス
タ
ー
ト
、
ま
す
ま
す
ビ
ジ
ネ

ス
に
活
用
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
へ
進
化
を
遂
げ
る
。
こ

れ
ま
で
の
「
日
経
電
子
版
」
は
、

個
人
単
位
に
よ
る
情
報
収
集
が

主
だ
っ
た
が
、
新
機
能
「
グ
ル

ー
プ
機
能
」
は
一
言
で
言
え
ば

チ
ー
ム
業
務
に
使
え
る
よ
う
に

し
た
機
能
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
同
じ
拠
点
、

部
署
、
チ
ー
ム
で
グ
ル
ー
プ
を

形
成
す
る
と
、
ボ
タ
ン
一
つ
で

業
務
で
必
要
な
新
着
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
業

務
に
必
要
な
記
事
を
自
動
収
集

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
情
報

共
有
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
気
に
な
っ
た
記
事
を
グ

ル
ー
プ
内
の
メ
ン
バ
ー
と
シ
ェ

ア
し
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
影
響

や
解
釈
を
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
コ

メ
ン
ト
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
経
電
子
版
コ
ン

テ
ン
ツ
以
外
の
外
部
リ
ン
ク
を

Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
１
日
に
２
回
、
設
定

し
た
条
件
で
自
動
収
集
さ
れ
た

記
事
や
、
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア

さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
メ
ー

ル
が
届
く
リ
マ
イ
ン
ド
機
能
も

付
い
て
い
る
。
組
織
の
情
報
活

用
を
深
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立

ち
、
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
キ
ー
ワ
ー

ド
・
企
業
・
業
界
な
ど
を
登
録

す
る
と
、
Ｍ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
に
関

連
し
た
記
事
が
自
動
収
集
。
メ

ン
バ
ー
と
共
有
し
た
い
記
事
は

コ
メ
ン
ト
付
き
で
シ
ェ
ア
で

き
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
一
括
し

て
視
認
で
き
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に

直
結
し
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
収
集
で
き
る
の
で
、
就
業

中
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
業
務
と
し

て
閲
覧
可
能
に
な
る
。

グ
ル
ー
プ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
、
日
経
新
聞

だ
け
で
な
く
日
経
産
業
新
聞
や

日
経
Ｍ
Ｊ
、
日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス

な
ど
の
記
事
や
約
２
万
社
の
企

業
情
報
の
中
か
ら
自
動
収
集
さ

れ
た
情
報
を
共
有
で
き
る
。
管

理
者
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
内

の
全
員
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
フ

ォ
ロ
ー
や
記
事
の
投
稿
を
行
え

る
た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
づ

く
り
に
も
役
立
つ
。

グ
ル
ー
プ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た

各
記
事
に
も
コ
メ
ン
ト
が
付
け

ら
れ
る
「
コ
メ
ン
ト
機
能
」
が

あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
チ

ャ
ッ
ト
形
式
の
会
話
の
ほ
か

「
今
朝
の
日
経
に
出
て
い
た
記

事
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
。
チ
ー
ム
内
で
議
論
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
指
示
伝
達
も
可
能
。
ま
た

ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
意
味
付
け
や

解
釈
を
、
グ
ル
ー
プ
で
共
有
で

き
る
利
点
も
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
機
能
が
追
加
さ
れ

た
「
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
」
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
の
活
用
の

幅
を
広
げ
て
く
れ
る
。
通
常
の

日
経
電
子
版
以
上
に
専
門
的
で

幅
広
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

る
と
と
も
に
、
業
務
に
直
結
し

た
機
能
を
揃
え
て
い
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
だ
。

業
務
へ
与
え
る
効
果
を
要
約

す
れ
ば
「
共
有
」
、
「
効
率
化
」
、

「
活
性
化
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

任
意
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し

た
情
報
の
自
動
収
集
は
、
検
索

の
手
間
を
省
く
だ
け
で
な
く
、

自
社
の
業
務
に
特
化
し
た
情
報

を
効
率
よ
く
収
集
可
能
。
収
集

し
た
情
報
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き

る
ほ
か
、
外
部
か
ら
取
得
し
た

情
報
も
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ
ー
ル

に
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
て
情

報
を
共
有
し
て
い
た
の
で
は
、

見
落
と
し
や
個
々
の
ア
ー
カ
イ

ブ
の
管
理
次
第
で
グ
ル
ー
プ
内

に
情
報
格
差
が
起
き
て
し
ま
い

が
ち
だ
が
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で

必
要
な
情
報
を
一
元
管
理
・
共

有
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
内

の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
す
る
。

た
だ
い
ま
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル

受
付
中
！

問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
「
日
経
ア
メ
リ
カ
社
、

電
話
１
・
８
０
０
・
３
２
２
・

１
６
５
７
」
、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://pr.n

ik
k
ei.

com
/overseas/pro/us/

最
近
の
若
手
は
新
聞
を
読

ま
な
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
実
際
に
私
と
交

流
の
あ
る
大
企
業
の
若
手
社

員
で
も
新
聞
（
紙
媒
体
）
を

ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
そ
の
た

め
情
報
に
偏
り
が
生
じ
、
ラ

イ
バ
ル
企
業
の
こ
と
も
含
め

て
「
こ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な

い
の
か
」
と
い
う
事
態
に
遭

遇
し
た
と
い
う
話
も
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
層
か
ら
よ
く
聞
き
ま

す
。新

聞
を
読
ま
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
世
代
間
に
共
通
の

情
報
ソ
ー
ス
を
失
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
若

手
の
中
に
は
情
報
を
鵜
呑
み

に
し
、
論
理
的
に
考
え
ら
れ

な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
実

際
、
若
手
が
何
を
読
ん
で
い

る
の
か
と
聞
く
と
、
ス
マ
ホ

で
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
を
見
て

い
る
と
い
う
。
問
題
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
の
質
で
、
現
在
ネ

ッ
ト
上
の
情
報
は
玉
石
混
交

で
正
直
信
頼
し
づ
ら
い
状
況

で
す
。

そ
の
点
「
日
経
電
子
版
Ｐ

ｒ
ｏ
」
で
あ
れ
ば
、
若
手
も

慣
れ
親
し
ん
だ
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
で
、
精
査
さ
れ
た
信

頼
性
の
高
い
情
報
を
元
に
自

動
収
集
し
て
く
れ
る
。
例
え

ば
、
上
長
が
今
話
題
の
テ
ー

マ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
設
定
す
る

だ
け
で
、
部
内
の
若
手
に
偏

り
の
な
い
情
報
が
行
き
渡

り
、
さ
ら
に
業
務
上
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
活
用

で
き
ま
す
。
ま
た
日
経
Ｍ
Ｊ

な
ど
、
専
門
紙
の
記
事
も
収

集
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
ミ
ク

ロ
な
ニ
ュ
ー
ス
に
も
目
が
行

き
届
く
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
情
報
を
活
用
す

る
方
法
を
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
も
、
「
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ

ｏ
」
は
有
益
な
ツ
ー
ル
だ
と

思
い
ま
す
。

日経電子版Proは、日経の朝刊・夕刊、日経電子版記
事以外にも、キーワードにヒットした日経産業新聞、日
経ＭＪ、日経ヴェリタスも読むことができ、より幅広い
情報を取得できる。また、企業のニュースだけでなく、
人事情報、企業データベースも収録。その主な内容は、
①最大100社の企業名、最大100個のキーワードをフォ
ローできる。②日経会社情報デジタルに収録されている
最大67個の業界をフォローできる。③１日２回、フォロ
ーしたワードに関連する新着記事をお知らせする「Ｍｙ
ニュースメール」が届く。④5000件まで記事を登録でき、
Ｍｙニュース内で閲覧することが可能。⑤保存記事に分
類ラベルをつけて整理できる。
★日経の記事を英語でシェア
⑥ワンクリックで日本語記事を英語翻訳。翻訳された英
文は編集や保存が可能。和文と英文併記のままで印刷が
可能。2018年８月時点

他社と差がつくビジネスのヒント満載

営業、広報、人事、新規開拓のヒントに、社内の研
修に、幅広い情報収集に、また、気になる企業や用語
はキーワードを登録するだけで人事情報や最新ニュー
スを自動で知らせてくれるので、今までネットで探し
ていた時間が大幅に短縮され、取引先開拓のヒントに
なっている。さらに新入社員の研修ツールとしても活
用できる。
日経を読ませることで、論理的思考・読み書きのス

キル向上につながり、日経の記者が新聞の読み方から
教えてくれるので研修の負担も少ない。また、日経だ
けでなく、日経ＭＪ・日経産業新聞などの専門紙の情
報まで自動収集しているので、業界のより専門的な情
報が入手でき、競合の動向も見逃さない。
また法人契約専用の日経電子版は、読むだけでなく

日々の業務にも活用できる。圧倒的な情報力で企業を
支えるビジネス情報サービスの決定版といえる。

さまざまな部署で活用できる

■
料
金
・
契
約
期
間
に
つ
い
て

▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス：

月
額
64
ド
ル
▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス
に

つ
き
１
名
を
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
し
て
登
録
で
き
、
利

用
者
の
変
更
は
随
時
可
能
。

▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス
か
ら
契
約
で
き
る
。
原
則
２
ラ
イ
セ

ン
ス
か
ら
の
契
約
を
お
勧
め
。

※
日
経
電
子
版
グ
ル
ー
プ
（
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
オ
プ

シ
ョ
ン
契
約
）
Ｍ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
利
用
に
限
定
、
チ
ー
ム

共
有
に
特
化
し
て
使
う
人
向
け
▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス：

月

額
23
ド
ル
▽
日
経
電
子
版
グ
ル
ー
プ
の
み
の
契
約
は
不

可
。
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
契
約
に
追
加
し
て
申
し
込
む

▽
紙
面
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
含
め
、
グ
ル
ー
プ
機
能
以
外
で

提
供
さ
れ
る
電
子
版
有
料
会
員
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ

ー
ビ
ス
は
利
用
不
可
。

複数名、チームでの導入をお勧め

米
国
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

世
界
の
動
き
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
で
発
信

只
今
、
無
料

ト
ラ
イ
ア
ル

好
評
受
付
中

新聞読まない最近の若手社員

信頼性高い情報が今こそ必要

プ
ロ
に

聞
く
！

社団法人行動科学マネジメント研究所所長
ウィルＰＭインターナショナル代表取締役社長兼
最高経営責任者

石田 淳氏

米国ビジネス界で大きな成果を上げる行動分析を基に独自の手法でアレンジし、「行

動科学マネジメント」として確立。その実績が認められ、日本で初めて組織行動の安

全保持を目的として設立された社団法人組織行動セーフティマネジメント協会代表理

事に就任。著書に『組織行動セーフティマネジメント』（ダイヤモンド社）などがある。

https://pr.nikkei.com/overseas/pro/us/
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い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。

日
本
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
と
い

う
こ
と
で
上
着
を
脱
い
で
シ
ャ

ツ
姿
と
な
る
こ
と
が
オ
フ
ィ
ス

の
内
外
に
関
わ
ら
ず
多
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
は
夏
場

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
タ
イ
ル
に
つ

い
て
い
く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
記

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
夏
場
で
あ
っ
て

も
理
想
は
き
ち
ん
と
し
た
ス
ー

ツ
姿
な
の
で
す
が
、
タ
イ
（
ネ

ク
タ
イ
）
を
し
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
　

（
１
）
ま
ず
注
意
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
シ
ャ
ツ
な
の
で

す
が
、
日
本
で
売
ら
れ
て
い
る

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
（
こ
ん
な
英
語

は
あ
り
ま
せ
ん
・
笑
）
対
応
と

言
わ
れ
て
い
る
襟
や
袖
の
ス
テ

ッ
チ
、
ま
た
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
が
紺
、
黒
、
赤
な
ど
色
付
き

で
あ
っ
た
り
、
ボ
タ
ン
が
色
付

き
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
は
適

切
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
日
本
だ

け
許
さ
れ
て
い
る
独
特
な
装

い
、
習
慣
だ
か
ら
で
す
。
も
し

ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ
が
お

好
き
で
し
た
ら
そ
れ
で
全
く
構

い
ま
せ
ん
が
、
ご
く
普
通
の
真

っ
当
な
モ
ノ
で
あ
れ
ば
そ
れ
で

必
要
充
分
な
の
で
す
。
ボ
タ
ン

ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
ま
れ
の
、
文
字
通
り
ア

メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ャ
ツ
で
皆
様
も
よ
く
御
存
知

の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
ラ
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ル
と
か
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
等

と
呼
ば
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
れ
ば
ま
ず
大
丈
夫
で
す
。

（
２
）
ベ
ル
ト
。
上
着
を
脱
い

だ
時
に
意
外
に
目
立
つ
の
が
ベ

ル
ト
。
ベ
ル
ト
の
穴
が
く
た
び

れ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ベ
ル
ト
と
靴

の
色
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
基
本

中
の
基
本
で
す
。
加
え
て
、
も

し
靴
が
バ
ッ
ク
ル
付
き
で
あ
れ

ば
、
ベ
ル
ト
の
金
具
の
色
と
合

わ
せ
て
お
く
と
ス
ッ
キ
リ
、
ス

マ
ー
ト
で
す
。

（
３
）
ス
ラ
ッ
ク
ス
。
夏
場
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
タ
イ
ル
に
お
い

て
最
も
重
要
な
ア
イ
テ
ム
で

す
。
コ
ツ
は
ヒ
ッ
プ
・
サ
イ
ズ

を
最
重
要
視
し
て
、
ウ
エ
ス
ト

を
調
整
す
る
よ
う
に
す
る
と
ス

ッ
キ
リ
履
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
売
ら
れ
て
い

る
ス
ラ
ッ
ク
ス
に
は
ウ
エ
ス
ト

部
分
の
縫
い
代
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
ウ
エ
ス
ト
を
出
し
て
大
き

く
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で

す
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
シ
ル
エ
ッ

ト
は
ア
メ
リ
カ
で
も
細
身
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
股
上
浅

め
で
結
構
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る

テ
ー
パ
ー
ド
と
言
わ
て
い
る
、

腰
か
ら
裾
に
か
け
て
徐
々
に
細

く
な
っ
て
い
く
も
の
で
は
な

く
、
細
身
で
結
構
な
の
で
す
が
、

な
る
べ
く
裾
幅
と
膝
幅
に
あ
ま

り
差
が
な
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
も

の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
膝
と

裾
の
幅
に
大
き
な
差
が
な
い
と

膝
の
位
置
を
高
く
見
せ
る
効
果

が
あ
り
、
股
上
が
浅
く
と
も
脚

を
長
く
見
せ
て
く
れ
る
の
で

す
。
加
え
て
、
裾
幅
は
19
〜
20

セ
ン
チ
程
度
の
も
の
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
こ
の
様
な
モ
デ
ル

で
は
裾
を
あ
ま
り
弛
ま
せ
な
い

方
が
、
つ
ま
り
長
め
で
は
な
い

方
が
ス
ッ
キ
リ
脚
長
に
見
せ
る

こ
と
が
出
来
る
も
の
で
す
。
是

非
一
度
、
姿
見
で
、
し
か
も
３

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
て
御
自

分
の
全
身
を
じ
っ
く
り
他
人
目

線
で
御
覧
に
な
ら
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
　

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を
経

て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ

ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ

ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士
服
に
関

す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。
１
９
５

９
年
生
ま
れ

夏
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

舞
踏
家
の
茶
屋
氏

Ａ
Ａ
芸
術
監
督
を
退
任

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
と
す
る
ア
ル
ヴ

ィ
ン
・
エ
イ
リ
ー
・
ア
メ
リ
カ

ン
・
ダ
ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
は
８

日
、
２
０
２
０
年
１
月
で
茶
屋

正
純
氏
（
72
）
が
芸
術
監
督
を

退
任
し
、
新
た
に
マ
シ
ュ
ー
・

ラ
ッ
シ
ン
グ
氏
が
同
ポ
ス
ト
に

就
任
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

出
身
地
の
福
岡
県
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
を
始
め
た
茶
屋
氏

は
、
１
９
７
０
年
に
現
代
舞
踊

を
学
ぶ
た
め
に
Ｎ
Ｙ
に
移
住
。

同
舞
踊
団
に
は
72
年
に
加
わ
り
、

88
年
リ
ハ
ー
サ
ル
監
督
に
就
任
。

そ
の
後
、
同
舞
踊
団
と
日
本
で

舞
踊
講
師
と
し
て
指
導
す
る
傍

ら
、
創
立
者
の
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・

エ
イ
リ
ー
氏
と
ジ
ョ
ン
・
バ
ト

ラ
ー
氏
の
助
手
を
務
め
た
。
91

年
に
芸
術
監
督
に
就
任
。
世
界

各
国
の
舞
踊
団
と
の
共
演
を
果

た
し
、
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
に
も
出

演
し
た
。
１
９
５
８
年
創
立
の

同
舞
踊
団
は
、
ア
フ
リ
カ
系
米

国
人
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て

の
文
化
遺
産
や
人
種
、
性
別
、

年
齢
を
超
え
た
多
様
性
を
現
代

舞
踊
で
表
現
す
る
作
品
で
知
ら

れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
は
７
日
、
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
の
首
都
バ
グ
ー
で

の
世
界
遺
産
委
員
会
で
、
建
築

家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ

ト
（
１
８
６
７
〜
１
９
５
９
）

が
手
掛
け
た
ソ
ロ
モ
ン
・
Ｒ
・

グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
を
含

む
米
国
内
８
か
所
の
建
築
物
を

世
界
遺
産
と
し
て
承
認
し
た
。

こ
れ
ま
で
20
世
紀
の
現
代
建

築
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
人
建
築

家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
作
品

が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
米
国

人
と
し
て
は
ラ
イ
ト
が
初
め

て
。
同
委
員
会
は
今
回
登
録
さ

れ
た
ラ
イ
ト
の
建
築
物
に
つ
い

て
「
大
学
中
退
後
に
移
住
し
た

シ
カ
ゴ
の
影
響
や
自
然
豊
か
な

プ
レ
ー
リ
ー
様
式
、
さ
ら
に
現

代
主
義
者
と
し
て
の
創
造
的
な

試
み
な
ど
の
経
歴
が
多
種
多
様

な
住
宅
や
美
術
館
の
建
築
に
活

か
さ
れ
て
い
る
」
と
伝
え
て
い

る
。

今
年
の
同
委
員
会
開
催
前
ま

で
に
世
界
１
０
９
２
か
所
が
同

遺
産
に
登
録
済
み
だ
が
、
米
国

内
に
は
23
か
所
と
少
な
か
っ

た
。ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
今
年
初

旬
、
同
機
関
が
ヨ
ル
ダ
ン
川
西

岸
の
ヘ
ブ
ロ
ン
を
パ
レ
ス
チ
ナ

の
遺
産
と
し
て
承
認
し
た
こ
と

を
「
反
イ
ス
ラ
エ
ル
主
義
」
と

し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
共
に
ユ

ネ
ス
コ
正
式
離
脱
を
決
定
し

た
。
米
国
は
11
年
以
降
、
同
機

関
へ
の
資
金
援
助
を
停
止
し
て

お
り
、
会
議
の
参
加
は
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
年
の
ラ
イ
ト

の
建
築
物
を
含
め
世
界
遺
産
認

定
の
権
利
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト

米
国
内
８
か
所
の
建
築
物

世
界
遺
産
に
承
認

イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

イラスト・桑原節70

ケン 青木
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バ
ー
ニ
ー
ズ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
が
今
月
中
に
破
産
申
告
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
米
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
は
じ
め
Ｃ
Ｎ
Ｎ

が
13
日
、
相
次
い
で
報
じ
た
。

複
数
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

今
年
１
月
に
旗
艦
店
の
マ
ジ
ソ

ン
街
の
家
賃
が
年
間
１
６
０
０

万
ド
ル
か
ら
３
０
０
０
万
ド
ル

に
跳
ね
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
収

益
が
圧
迫
さ
れ
７
月
中
に
米
チ

ャ
プ
タ
ー
11
（
連
邦
倒
産
法
第

11
章
）
を
申
請
し
、
事
実
上
の

破
産
宣
告
を
す
る
と
い
う
。
同

社
は
１
９
２
３
年
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
17
丁
目
に
１
号
店
を
オ

ー
プ
ン
、
マ
ジ
ソ
ン
旗
艦
店
は

93
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
多
店

舗
化
に
乗
り
出
し
た
が
う
ま
く

い
か
ず
、
96
年
に
も
倒
産
し
た

こ
と
が
あ
る
。

現
在
同
社
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
マ
ジ
ソ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
、

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
ほ
か
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
店
を
は
じ

め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
シ
カ

ゴ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ラ

ス
ベ
ガ
ス
、
シ
ア
ト
ル
、
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
、
ハ
ワ
イ
な
ど
に

28
店
舗
（
う
ち
、
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
８
店
舗
）
を
展
開
し
て
い
る
。

日
本
で
「
バ
ー
ニ
ー
ズ
　
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
手
が
け
る
バ

ー
ニ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
は
、
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
傘
下
の
た
め
、
こ
れ
に
伴

う
大
き
な
影
響
は
な
さ
そ
う

だ
。

バ
ー
ニ
ー
ズ
破
産
宣
告
か

家
賃
高
騰
で
支
え
き
れ
ず

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
（
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
は
８
日
、
米
国
内
の

法
執
行
機
関
と
し
て
は
初
め

て
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
通
信
衛
星
と
の
実
況
中
継

を
行
っ
た
。
現
在
地
球
の
軌
道

を
周
回
し
て
い
る
宇
宙
飛
行

士
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
コ

ッ
ク
さ
ん
、
ニ
ッ
ク
・
ホ
ー

グ
さ
ん
の
２
人
と
、
地
元
の

高
校
生
や
大
学
生
と
交
信
し

た
。２

人
の
宇
宙
飛
行
士
は
お

互
い
に
マ
イ
ク
を
宙
に
浮
か

せ
て
交
換
し
な
が
ら
、
宇
宙

に
入
っ
た
時
の
体
の
変
化
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
た
。

ホ
ー
グ
さ
ん
は
「
宇
宙
か
ら

地
球
を
見
た
時
の
感
動
は
言

い
表
せ
な
い
。
宇
宙
に
い
る

と
頭
部
を
軸
に
立
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
現
在
は

宇
宙
空
間
で
の
時
間
が
与
え

る
身
体
へ
の
影
響
も
調
査
し

て
い
る
」
と
解
説
し
、
「
次
回

は
ぜ
ひ
、
火
星
に
行
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
っ
た
。
実
況
中

継
に
同
席
し
て
い
た
警
察
官

は
「
69
年
の
月
面
着
陸
は
白

黒
で
観
た
」
「
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
就

職
し
て
、
宇
宙
飛
行
士
と
会

話
が
で
き
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し

た
。

目
薬
を
回
収

ア
ル
テ
ア
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ

感
染
症
の
危
険

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
モ
リ

ス
タ
ウ
ン
を
拠
点
と
す
る
製
薬

会
社
ア
ル
テ
ア
・
フ
ァ
ー
マ
シ

ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
は
８
日
、
細

菌
が
混
入
し
生
命
に
関
わ
る
感

染
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
緩
和

効
果
を
効
用
と
し
た
点
眼
用
と

軟
膏
の
目
薬
の
自
主
回
収
を
発

表
し
た
。

対
象
商
品
は
大
手
小
売
り
チ

ェ
ー
ン
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
と
薬

局
チ
ェ
ー
ン
の
ウ
ォ
ル
グ
リ
ー

ン
ズ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
名
「
イ
ク

エ
イ
ト
」
と
し
て
販
売
さ
れ
、

使
用
期
限
「
２
０
１
９
年
７
月

〜
22
年
１
月
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）
は
回
収
理
由
に
つ
い
て
、

滅
菌
が
十
分
に
施
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
対
象
商
品
、
同
回
収
に
関

す
る
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.fda.gov

を
参
照
。

個
人
資
産
管
理
サ
イ
ト
の
ウ

ォ
レ
ッ
ト
・
ハ
ブ
は
独
立
記
念

日
が
目
前
の
６
月
24
日
、
米
国

人
の
愛
国
心
を
州
別
に
格
付
け

し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
を
公
表
し

た
。
対
象
50
州
中
、
最
下
位
は

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
49
位
だ
っ

た
。消

費
者
の
関
心
や
米
国
人
と

し
て
の
意
識
な
ど
の
調
査
も
行

う
同
サ
イ
ト
は
、
50
州
在
住
の

米
国
人
を
対
象
に
、
米
軍
、
市

政
の
関
与
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
市
民
の
入
隊

率
や
退
役
軍
人
数
、
投
票
記
録
、

陪
審
義
務
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
加
重
平
均
を
分
析
、

比
較
し
た
。
最
も
愛
国
心
が
高

い
と
評
価
さ
れ
た
の
は
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
、
次
い
で
２

位
は
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
、
３
位

バ
ー
モ
ン
ト
州
、
４
位
ユ
タ
州
、

５
位
ア
イ
ダ
ホ
州
だ
っ
た
。
　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
入
隊
率

が
低
く
、
１
０
０
０
人
あ
た
り

の
退
役
軍
人
数
は
、
ア
ラ
ス
カ

州
１
２
７
人
に
対
し
、
同
州
は

54
人
と
国
内
最
少
。
ま
た
、
同

州
は
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
に
関

し
て
も
47
位
と
低
か
っ
た
（
最

下
位
は
フ
ロ
リ
ダ
州
）
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
共
和
党

支
持
者
が
多
い
レ
ッ
ド
・
ス
テ

イ
ト
の
愛
国
心
度
の
平
均
は
、

民
主
党
支
持
者
が
多
い
ブ
ル

ー
・
ス
テ
イ
ト
よ
り
も
高
い
こ

と
も
示
し
て
い
る
。

愛
国
心
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｎ
Ｙ
州
は
ほ
ぼ
最
下
位

ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ
ん
の
死

去
は
米
国
で
も
報
道
さ
れ
た
。

Ａ
Ｐ
通
信
は
「
日
本
の
芸
能
界

の
大
物
、
ジ
ャ
ニ
ー
・
キ
タ
ガ

ワ
氏
87
歳
で
死
去
」
と
の
タ
イ

ト
ル
で
配
信
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

タ
イ
ム
ズ
な
ど
全
米
各
紙
が
掲

載
し
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
は

「
パ
ワ
フ
ル
な
日
本
の
少
年
バ

ン
ド
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
キ

タ
ガ
ワ
氏
、
87
歳
で
死
去
」
と

の
見
出
し
で
配
信
し
こ
れ
も
各

紙
が
取
り
上
げ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
ロ
イ
タ
ー
と

Ａ
Ｐ
の
両
方
を
日
を
替
え
て
掲

載
し
た
が
、
独
自
記
事
は
書
い

て
い
な
い
。

音
楽
誌
の
ビ
ル
ボ
ー
ド
や
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
芸
能
誌

の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
リ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
も
報
じ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
な
ど
も
Ａ
Ｐ
通
信
な

ど
を
も
と
に
報
道
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
記
事
が
男
性
ア

イ
ド
ル
を
輩
出
し
、
日
本
の
娯

楽
産
業
に
君
臨
し
た
と
し
、
野

上
浩
太
郎
内
閣
官
房
副
長
官
が

定
期
記
者
会
見
で
哀
悼
の
意
を

表
明
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
一
方
で
性
的
虐
待
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
疑
惑
も
あ
っ
た

こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、

米
国
生
ま
れ
と
い
う
生
い
立
ち

や
朝
鮮
戦
争
時
に
は
米
軍
で
勤

務
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る

が
、
第
２
次
大
戦
中
は
和
歌
山

で
米
軍
の
焼
夷
弾
か
ら
逃
げ
回

っ
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な

い
。
　

ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
氏
の
死
去

米
国
メ
デ
ィ
ア
も
報
道

空腹の
万引客
商品代金を
警官が支払う

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
エ
ア
に
あ
る
ホ
ー
ル
フ
ー

ズ
で
４
日
、
万
引
き
し
た
女
性

客
に
対
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

の
３
人
の
警
察
官
が
代
わ
り
に

支
払
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
別
の
買
い
物
客
が
こ
の
様

子
を
画
像
と
と
も
に
ツ
イ
ッ
タ

ー
に
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
で
話
題

と
な
っ
た
。

女
性
の
買
い
物
客
は
、
お
金

を
払
わ
ず
食
品
を
バ
ッ
グ
に
入

れ
た
と
こ
ろ
を
店
の
警
備
員
に

見
つ
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
昼
食

を
買
う
た
め
店
に
入
っ
た
３
人

の
警
察
官
が
い
た
が
、
警
察
官

は
逮
捕
は
せ
ず
女
性
の
食
料
品

30
ド
ル
分
を
支
払
っ
た
。
警
察

官
の
前
で
泣
い
て
い
る
女
性
買

い
物
客
の
様
子
を
収
め
た
写
真

を
居
合
わ
せ
た
買
い
物
客
の
ポ

ー
ル
・
ボ
ジ
モ
ウ
ス
キ
ー
さ
ん

が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ア
ッ
プ
。
世

界
中
で
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。市

警
の
テ
レ
ン
ス
・
モ
ナ
ハ

ン
警
察
長
は
３
人
の
警
官
は

「
困
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
の
た
め
に
静
か
に
善
行
を
し

て
く
れ
る
優
し
い
警
官
」
と
説

明
し
、
動
画
を
ア
ッ
プ
し
た
ボ

ジ
モ
ウ
ス
キ
ー
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。
ボ
ジ
モ

ウ
ス
キ
ー
さ
ん
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ

オ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
を
監

督
し
て
き
た
映
画
制
作
者
だ
と

い
う
。

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は
こ
の
ほ

ど
、
最
新
の
運
行
状
況
を
適
用

し
た
地
下
鉄
の
所
要
時
間
が
分

か
る
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の

最
新
の
報
告
に
よ
る
と
、
地
下

鉄
の
遅
延
、
不
具
合
や
事
故
の

件
数
は
昨
年
か
ら
著
し
く
減
少

し
、
通
勤
時
間
は
61
％
改
善
、

利
用
者
の
信
頼
性
も
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
し
か
し
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
サ
イ
ト
で
は
過
去
の
記
録
は

閲
覧
で
き
る
が
、
想
定
外
の
出

来
事
が
発
生
し
た
場
合
の
影
響

は
判
断
で
き
な
い
。
同
紙
の
特

設
ペ
ー
ジ
で
は
、
出
発
駅
と
目

的
地
の
駅
名
を
入
力
す
る
だ
け

で
、
平
均
所
要
時
間
、
運
行
が

良
好
な
日
ま
た
は
悪
い
日
の
推

定
所
要
時
間
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
最
悪
な
事
態

に
備
え
て
外
出
の
予
定
を
た
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
キ
ン
グ
ス
ト

ン-

ス
ル
ー
プ
・
ア
べ
ニ
ュ
ー

駅
か
ら
フ
ル
ト
ン
ス
ト
リ
ー
ト

駅
ま
で
の
場
合
、
平
均
所
要
時

間
は
23
分
、
一
方
20
回
に
１
回

の
割
合
で
最
高
34
分
所
要
す

る
、
と
い
う
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

nytim
es.com

を
参
照
。

地
下
鉄
運
行
状
況

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
の
サ
イ
ト
で

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
交
信

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
で
学
生
た
ち

ブルックリンのJーCOL-
LABOに併設されたファッ
ション、化粧品、ヘア、
ネイルアートなどが入居
するブルックリン・ビュ
ー テ ィ ー ・ フ ァ ッ シ ョ
ン・ラボ（BBFL）が内装
や展示販売商品を一新し
て生まれ変わる。

グランド・オープニン
グ・フェスティバルが27
日（土）と28日（日）に
開催される。従来のカフ
ェなどの他に日本のグロ
ッサリーストア「ダイノ

ブ（dainobu）」とグルメ食
品 で 有 名 な 「 BKLYN
LARDER」が加わった。　　

また定期的に行われて
いるアート展やイベント
を充実させるためスペー
スを拡張し、今まで以上
に地域に貢献できるよう
変 化 を 目 指 す 。 グ ラ ン
ド・オープニング・フェ
スティバル当日は BKLYN
LARDERから先着100人に
フリーでジェラートのサ
ービスがある。ほかにフ
リーで体験できるシルク
スクリーンプリントのワ
ークショップや有名なメ
イクアップアーティスト、
リンダ・メイソンの講演
会も開催する。時間は両
日ともに午後１時から午
後６時まで。
場 所 は BBFL & J+B
Design   300 7th Street
Brooklyn, NY 11215 
Tel : 347- 987-3217
E-Mail :
jplusbcafe@gmail.com

ブルックリンに
化粧とファッション
アートと日本食

BBFL & J
+B Design 
ダイノブ等入店で

グランドオープン

27日と28日

http://www.919usa.com
https://ibec-usa.com/
https://mikoto-inc.com/nys


マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
13
日
午
後

６
時
47
分
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

の
約
７
万
２
千
世
帯
が
停
電
と

な
っ
た
。
約
５
時
間
後
に
復
旧

し
た
。
送
電
網
を
運
営
し
て
い

る
コ
ン
・
エ
ジ
ソ
ン
（
コ
ン
エ

ド
）
は
14
日
に
謝
罪
を
表
明
、

翌
15
日
に
原
因
は
「
西
64
丁
目

の
送
電
施
設
で
障
害
が
あ
っ

た
」
と
発
表
し
た
。

停
電
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
に

沿
っ
て
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
33
丁

目
か
ら
73
丁
目
ま
で
の
40
ブ
ロ

ッ
ク
と
東
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー
周
辺
ま
で
及
ん
だ
。

停
電
に
よ
り
一
部
の
地
下
鉄
が

運
行
を
停
止
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
で
は
観
光
客
ら
が
暗
く
な

っ
た
通
り
に
あ
ふ
れ
ビ
ル
の
外

で
立
ち
尽
く
し
た
り
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
地
面

に
座
り
込
ん
で
い
る
人
が
多
く

い
た
。
か
き
い
れ
時
の
レ
ス
ト

ラ
ン
も
軒
並
み
早
じ
ま
い
。
日

系
の
ペ
ッ
パ
ー
ラ
ン
チ
や
麺
食

い
亭
、
蕎
麦
の
東
、
男
の
台

所
・
丼
屋
な
ど
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
の
日
本
食
店
も
閉
ま
っ
た
。

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の
ネ

オ
ン
サ
イ
ン
も
消
え
た
。
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
ー
劇
場
な
ど
市
内
で
も
人
気

の
高
い
施
設
も
停
電
で
公
演
は

途
中
で
中
止
。
米
倉
涼
子
が
２

週
間
出
演
中
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｇ
Ｏ
」
」
も
中
止
に
。
マ
デ

ィ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ガ
ー
デ

ン
で
は
公
演
中
だ
っ
た
歌
手
の

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
ペ
ス
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
中
止
と
な
っ
た
。
　

停
電
で
消
防
署
は
約
９
０
０

件
の
緊
急
電
話
に
対
応
し
た
。

う
ち
約
４
０
０
件
が
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
停
電
に
よ
る

け
が
人
は
い
な
か
っ
た
。
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
電
気
が
消
え

な
か
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー

は
客
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
連

邦
上
院
議
員
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
選
出
、
民
主
党
）
は
14
日
、

「
こ
の
タ
イ
プ
の
大
規
模
な
停

電
は
送
電
網
へ
の
適
切
な
投
資

に
よ
っ
て
完
全
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
」
と
述
べ
、
連
邦
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
に
コ
ン
エ
ジ
ソ
ン
が

電
力
網
に
ど
の
よ
う
な
投
資
し

て
い
る
か
を
調
査
す
る
よ
う
求

め
た
。
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ

Ｙ
市
長
は
大
統
領
選
の
民
主
党

指
名
選
挙
た
の
め
ア
イ
オ
ワ
に

行
っ
て
い
た
が
、
14
日
朝
に
予

定
を
変
更
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

戻
っ
た
。
「
こ
れ
は
サ
イ
バ
ー

攻
撃
で
は
な
く
、
物
理
的
テ
ロ

行
為
で
も
な
い
」
と
し
た
う
え

で
、
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院
議
員
に

よ
る
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
へ
の

調
査
要
請
を
支
持
し
た
。
「
私

た
ち
は
コ
ン
エ
ド
に
圧
力
を
か

け
る
つ
も
り
だ
」
と
述
べ
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
は
、
同
日
午
後
９
時
10
分

に
在
留
邦
人
に
向
け
「
不
要
不

急
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
」
呼

び
掛
け
る
緊
急
メ
ー
ル
を
発
信

し
た
。

（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）7月20日（土）

●ニューヨークMBAの会「第53回月次定例会」＝7/27（木）19:00
グローバル・ラボ（545８th Ave.14Fl）参加費（当日現金）:＄15

（社会人）、＄10（学生・Ｇラボ会員）。ゲストスピーカーは米国ＩＢＭ
のコンピューターサイエンティストである鈴村豊太郎さん。申し込み
はフェイスブックまたはＥメールnymbanokai@gmail.com ●ＮＹ日
系ライオンズクラブ「盲導犬トレーニング施設とリンドハースト・マ
ンション見学ツアー」＝８/３（土）11:00〜17:00
参加費：＄10＋実費（交通費・リンドハースト城見
学料）ＮＹ郊外にある「ガイディング・アイズ・フ
ォー・ザ・ブラインド」のファミリー感謝デーに参
加、同所で昼食後、タリータウンの豪邸を見学する。
電車参加の場合はグランドセントラル駅に集合（9:45に乗車）定員30
人。問い合わせ・申し込みは電話914-707-3011、Ｅメールnobuomi-
ki@nyjalc.org（三木さん）まで。●NY-TKOダブルライフ実現セミナ
ー第６期生募集説明会＝8/4（土）13:00〜15:00　Villagewell Japan
マンハッタンオフィス（228 East 45th St, 7Fl）参加費：$40（1週間
前までの申し込みで早期割引$20）日米を行き来するようなライフスタ

イルを目指す人を対象。講師はVillagewell Japan代表取締役、NYビ
ジネスコンサルタントの村井功さん。問い合わせ・申し込みはＥメー
ルinfo@villagewelljapan.comまで。詳細はウェブサイトwww.vil-
lagewelljapan.comを参照。●北海道ゆかりの会「ジンギスカン大
会」＝27日(土）11:00〜16:00　プロスペクトパーク　西側ピクニック
ハウス前BBQエリア　参加費:$20（会員、学生、65歳以上のシニア)、

$25（ゲスト）持参品は飲み物、ゴミ袋、敷物、
お に ぎ り 。 参 加 希 望 者 は Ｅ メ ー ル asia-
desk@hokuyobank.co.jp（鈴木さん）、または
takedakatsuo1@gmail.com（竹田さん）。●「立
教会・夏の会」＝8/11（日）19:00〜21:30  かお

る（306 E 46th St.)  参加費：＄90　総長と校友会長の訪米に合わせ
ての特別会。問い合わせはEメールrikkyokai.ny@gmail.com（ニュー
ヨーク立教会幹事）まで。●キモノハウス割引セール＝30（火）〜８/
３（土）Kimono House（131 Thompson St.）Tel: 212-505-0232
着物、帯、和装小物などの10％から20％割引のセール。日本の呉服問
屋より届いた多くの製品を手にとって試着も可能。

www.nyseikatsu.comで詳報

ニューヨーク日系ライオンズクラブは、地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動しています。

■ Summer Happy Hour Fundraising Event
"Get-Together" NYがもっと楽しくなる
日時：8月15日（木）6:00pm〜9:00pm
場所：5th Ave & MAD http://5thandmad.com (bet. 5th &
Madison)
20ドルのリストバンド購入でハッピーアワーが9時まで
延長（通常7時まで）
※収益はすべてニューヨーク日系ライオンズクラブ
「Global Cause」の活動資金へ充てられる

<Friends of JALC> NYで活躍するアーティストを紹介

■ニューヨークで活動しているシンガー「Maya」
Inspired word NYCイベントに出演
8月26日（月）9:00pm
場所：The Parkside Lounge（イーストビレッジ）
317 East Houston Street, Manhattan – a strict 21+ venue
参加費：10ドル
※「マヤを見にきた」といえば受付で支払い可能
30分のソロライブ。5番街にあるマーブル教会でゴスペ
ルクワイアとしても活躍している彼女のまた違った雰囲
気を体感できる

下記ウェブサイトよりディスカウントチケット購入可能
https://nycmondayopenmic.eventbrite.com

参照ウェブサイト：InspiredWordNYC.com

The New York Japanese-American Lions Club
info@nyjalc.org www.nyjalc.org

ライオンズクラブの行事

NY真夏の大停電
７
万
２
０
０
０
世
帯

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
も
中
止

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
経
営
者
と

し
て
財
を
成
し
た
富
豪
の
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
被
告

（
66
）
が
８
日
、
何
年
に
も
わ

た
り
数
十
人
の
若
い
女
性
に
対

し
て
性
的
虐
待
を
繰
り
返
し
て

い
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
６

日
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
チ
ャ
ー
タ

ー
機
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

テ
タ
ー
ボ
ロ
空
港
に
到
着
し
た

直
後
、
逮
捕
さ
れ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連

邦
地
裁
が
公
表
し
た
起
訴
状
に

よ
れ
ば
被
告
は
２
０
０
２
年
か

ら
２
０
０
５
年
頃
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
と
フ
ロ
リ
ダ
州
パ
ー
ム
ビ

ー
チ
の
自
宅
な
ど
で
14
歳
の
少

女
を
含
む
数
十
人
の
少
女
ら
に

現
金
を
支
払
い
、
性
的
関
係
を

持
っ
た
と
さ
れ
る
。

８
日
、
エ
プ
ス
タ
イ
ン
被
告

は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
連
邦

地
裁
法
廷
で
無
罪
を
主
張
し
た

が
、
性
的
搾
取
を
目
的
と
す
る

未
成
年
者
の
人
身
取
引
の
罪
と

犯
行
を
共
謀
し
た
罪
の
２
件
な

ど
で
有
罪
と
な
れ
ば
、
最
低
で

も
10
年
、
最
高
で
45
年
の
禁
錮

刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
。

起
訴
を
受
け
て
、
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
・
ア
コ
ス
タ
米
労
働
長

官
（
50
）
が
12
日
、
辞
任
を
表

明
し
た
。
エ
プ
ス
タ
イ
ン
被
告

被
告
は
10
年
以
上
前
か
ら
同
様

の
疑
い
で
訴
追
さ
れ
、
終
身
刑

の
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し

ア
コ
ス
タ
長
官
が
フ
ロ
リ
ダ
州

の
連
邦
検
事
時
代
に
被
告
と
結

ん
だ
司
法
取
引
で
は
、
被
告
が

児
童
買
春
１
件
の
罪
を
認
め
、

性
犯
罪
者
と
し
て
登
録
す
る
見

返
り
に
、
禁
錮
１
年
１
か
月
と

い
う
異
例
の
軽
い
刑
を
言
い
渡

さ
れ
た
。

当
時
も
批
判
の
声
が
あ
っ
た

が
、
近
年
の
性
被
害
を
告
発
す

る
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
運
動
の

盛
り
上
が
り
も
あ
り
、
起
訴
を

き
っ
か
け
に
秘
密
裏
に
交
わ
し

た
司
法
取
引
で
の
刑
は
軽
す
ぎ

る
と
辞
任
を
求
め
る
声
が
高
ま

っ
て
い
た
。

億
万
長
者
の
エ
プ
ス
タ
イ
ン

被
告
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
や
ク

リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
、
英
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
王
子
な
ど
の
著
名
人

と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。
２
０
０
５
年

に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

裏
側
を
描
い
た
伝
記
『
ト
ラ
ン

プ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
を
出
版
し

た
テ
ィ
モ
シ
ー
・
Ｌ
・
オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
氏
は
２
０
０
２
年
の
ト

ラ
ン
プ
氏
の
発
言
「
（
エ
プ
ス

タ
イ
ン
氏
は
）
す
ご
い
男
だ
。

一
緒
に
い
て
す
ご
く
楽
し
い
奴

だ
。
私
と
同
じ
く
ら
い
美
し
い

女
性
が
好
き
で
ね
。
若
い
の
が

と
く
に
好
き
な
よ
う
だ
」
を
ツ

イ
ー
ト
し
た
。

富
豪
エ
プ
ス
タ
イ
ン
被
告

性
的
虐
待
で
起
訴

レ
ス
ト
ラ
ン
に

タ
ク
シ
ー
突
入

11
日
午
後
12
時
30
分
頃
、
９

番
街
の
53
丁
目
と
54
丁
目
の
間

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ウ
エ
ス

ト
ビ
ル
」
に
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ

タ
ク
シ
ー
が
突
っ
込
み
、
食
事

中
の
客
や
通
り
が
か
っ
た
人
ら

８
人
が
軽
傷
を
負
っ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
局
（
Ｆ
Ｄ
Ｎ

Ｙ
）
に
よ
る
と
５
人
が
病
院
に

搬
送
さ
れ
た
が
症
状
は
軽
く
、

命
に
別
状
は
な
い
と
い
う
。
地

元
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
と

タ
ク
シ
ー
は
別
の
車
に
追
突
さ

れ
て
制
御
を
失
い
、
歩
道
に
乗

り
上
げ
そ
の
ま
ま
店
に
突
入
し

た
。
運
転
手
に
け
が
は
な
く
、

「
ブ
レ
ー
キ
を
踏
も
う
と
し
た

が
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
話

し
た
と
い
う
。
当
日
、
同
レ
ス

ト
ラ
ン
は
ガ
ラ
ス
ド
ア
を
開
放

し
て
い
た
た
め
ド
ア
や
壁
の
破

壊
は
な
く
、
事
故
の
翌
日
に
は

復
旧
し
営
業
を
再
開
し
て
い
る
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

yse
ika

tsu
.co

m

ネオンサインが消えたラジオシティホール（13日午後８時半頃、写真・本紙 三浦良一）

http://hinomaru-limo.com


日
本
政
府
国
際
連
合
代
表
部

は
11
日
午
後
、
日
本
人
若
手
国

連
職
員
と
Ｊ
Ｐ
Ｏ
（
ジ
ュ
ニ

ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

オ
フ
ィ
サ
ー
）
と
の
交
流
会
を

開
催
し
た
。
主
旨
は
、
国
際
機

関
日
本
人
職
員
増
強
策
の
一
環

で
現
役
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
、
先

輩
Ｊ
Ｐ
Ｏ
か
ら
任
期
終
了
後
に

い
か
に
し
て
ポ
ス
ト
を
獲
得
し

た
か
、
自
ら
の
体
験
談
・
ポ
ス

ト
獲
得
の
コ
ツ
を
語
っ
て
も
ら

い
、
今
後
応
募
を
し
て
い
く
上

で
活
用
し
て
も
ら
う
も
の
。

Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
制
度
は
、
将
来

国
際
機
関
で
正
規
職
員
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
を
志
望
す
る
若

手
日
本
人
を
対
象
に
、
日
本
政

府
が
派
遣
経
費
を
負
担
し
て
原

則
２
年
間
各
国
際
機
関
で
勤
務

し
て
国
際
機
関
の
正
規
職
員
と

な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
経

験
を
積
む
機
会
を
提
供
し
、
派

遣
期
間
終
了
後
に
引
き
続
き
正

規
職
員
と
し
て
国
際
機
関
に
採

用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
制

度
。
当
日
は
、
⑴
就
職
活
動
を

始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
・
応
募
件

数
、
応
募
ポ
ス
ト
の
見
定
め
方

⑵
本
来
業
務
と
の
両
立
に
お
い

て
留
意
し
た
こ
と
⑶
応
募
書

類
・
面
接
対
策
を
ど
の
よ
う
に

し
た
か
⑷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

に
お
い
て
心
が
け
る
こ
と
⑸
ポ

ジ
シ
ョ
ン
獲
得
成
功
の
秘
訣

（
何
が
決
め
手
だ
っ
た
か
）
を

語
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
市
川

奈
緒
美
さ
ん
（
ユ
ニ
セ
フ
事
務

局
長
室
）
、
前
野
岩
士
さ
ん

（
国
連
事
務
局
Ｐ
Ｋ
Ｏ
予
算

部
）
、

岡
本
健
さ
ん
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
人
事
部
）
、
倉
持
奈
央
子
さ

ん
（
国
連
事
務
局
テ
ロ
対
策

室
）
、

山
邉
謙
人
さ
ん
（
国
連

事
務
局
テ
ロ
対
策
委
員
会
）
の

５
人
が
出
席
し
た
。

市
川
さ
ん
は
「
自
分
の
部
署

だ
け
で
な
く
、
他
の
部
署
の
仕

事
も
積
極
的
に
手
伝
う
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
と
、
自
分
に
対
す

る
評
価
が
高
ま
る
こ
と
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。
前
野
さ
ん
は

「
自
分
の
存
在
感
を
出
す
こ
と

が
大
切
。
提
出
す
る
願
書
の
書

類
は
必
ず
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
に

見
て
も
ら
っ
て
書
類
の
質
を
高

め
る
こ
と
に
専
念
す
る
よ
う

に
。
い
い
書
類
を
作
る
と
自
然

と
声
が
か
か
る
」
。
人
事
担
当

の
岡
本
さ
ん
は
「
書
類
は
シ
ン

プ
ル
に
。
求
め
て
い
る
分
野
の

ス
キ
ル
や
経
歴
、
実
績
が
、
き

ち
ん
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
大
切
」
と
述
べ
、
倉
持

さ
ん
は
「
上
司
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
が
大
切
。
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た

せ
る
こ
と
も
重
要
だ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
元
商
社
マ
ン
だ
っ
た

山
邉
さ
ん
は
「
通
常
業
務
を
お

ろ
そ
か
に
し
な
い
こ
と
。
人
に

対
し
て
は
失
礼
な
態
度
を
と
ら

な
い
こ
と
」
を
強
調
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
２
年
間

の
ど
の
時
点
か
ら
ポ
ス
ト
へ
の

ア
プ
ラ
イ
な
ど
を
考
え
て
行
動

す
れ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
自
分

の
直
属
の
上
司
に
そ
う
い
う
こ

と
を
相
談
し
て
も
い
い
の
か
」

や
「
自
分
は
童
顔
な
の
で
若
く

見
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
悩
み
も

出
さ
れ
た
。
先
輩
た
ち
か
ら
は

「
最
初
の
１
年
は
が
む
し
ゃ
ら

に
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
周
り
の
自
分

に
対
す
る
評
価
が
つ
い
て
く

る
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が

出
さ
れ
て
い
た
。
座
長
を
務
め

た
川
村
大
使
は
「
国
連
で
発
言

力
の
あ
る
強
い
日
本
を
作
る
た

め
に
、
頑
張
る
日
本
人
職
員
を

増
や
し
た
い
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。
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国
連
職
員
へ
の
道

山邉さん 倉持さん 岡本さん 前野さん 市川さん

制度の概要

JPOとは？
PO:Junior Professional Officer 国

際機関に勤務を希望する若手邦

人を、日本国政府(外務省)の経

費負担により原則2年間国際機

関に派遣し、勤務経験を積む機

会を提 供することにより正規

職員への途を開くことを目的と

した制度。

本制度が始まった昭和49年から

の累計で約1,700名を派遣。

応募資格

35歳以下
(1) 35歳以下であること。

(2) JPOを派遣することのできる

国際機関に関連する分野におけ

る修士号を取 得しており、当

該分野に関連する職種において

2年以上の職務経験を有するこ

と。 (3) 英語で職務遂行可能で

あること。 (4) 将来にわたり国

際機関で働く意思を有するこ

と。 (5) 日本国籍を有すること。

JPO派遣制度で飛躍を

正
規
邦
人
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

https://www.takenakapartners.com/
http://www.dipaolafinancial.com/
http://op-ed.jp
https://www.suhakobi.com
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短
期
滞
在
の
Ｂ
ビ
ザ
に
は
、

短
期
観
光
を
目
的
と
す
る
Ｂ-

１
ビ
ザ
と
、
短
期
商
用
を
目
的

と
す
る
Ｂ-

２
ビ
ザ
が
あ
り
ま

す
。
Ｂ
ビ
ザ
は
、
特
別
医
療
に

よ
る
治
療
、
裁
判
で
の
証
言
、

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

ア
マ
チ
ュ
ア
参
加
、
専
門
的
な

学
会
や
会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
講
演
者
、
講
師
、

出
席
者
、
工
場
視
察
、
研
究
調

査
、
現
地
法
人
設
立
準
備
の
た

め
の
派
遣
な
ど
、
明
確
な
目
的

の
訪
問
で
他
の
ビ
ザ
・
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
該
当
し
な
い
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
滞
在
の
た
め
に
利
用
で

き
ま
す
。
日
本
人
は
ビ
ザ
ウ
ェ

ー
バ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

ビ
ザ
な
し
入
国
が
可
能
な
た

め
、
Ｂ
ビ
ザ
に
は
馴
染
み
が
な

い
と
言
え
ま
す
。
一
回
の
入
国

に
よ
る
滞
在
期
間
は
、
入
国
審

査
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
Ｂ-

１
（
短
期
観
光
）

は
必
要
期
間
で
あ
り
、
Ｂ-

２

（
短
期
商
用
）
は
最
高
６
か
月

間
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
申
請

に
よ
る
最
長
６
か
月
の
滞
在
期

間
の
延
長
が
可
能
で
す
。
学
生

ビ
ザ
や
就
業
ビ
ザ
な
ど
、
米
国

滞
在
中
の
他
の
ビ
ザ
へ
の
変
更

が
可
能
で
す
。

Ｂ
ビ
ザ
保
持
者
は
、
米
国
国

内
で
就
業
す
る
こ
と
、
何
ら
か

の
報
酬
を
受
領
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
番
号
の
取
得
も
で
き

ま
せ
ん
。
Ｂ
ビ
ザ
保
持
者
は
、

「
実
質
的
滞
在
条
件
」
が
適
用

さ
れ
て
１
８
３
日
を
基
準
と
し

た
年
間
滞
在
日
数
の
長
短
で
、

居
住
者
・
非
居
住
者
の
別
が
決

ま
り
ま
す
。
滞
在
日
数
が
１
８

３
日
未
満
で
非
居
住
外
国
人
と

な
っ
た
場
合
、
課
税
対
象
と
な

る
米
国
源
泉
所
得
が
な
い
た
め

申
告
書
の
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
滞
在
日
数
が
１
８
３

日
を
超
え
て
居
住
外
国
人
と
な

っ
た
場
合
、
フ
ォ
ー
ム
１
０
４

０
に
居
住
者
期
間
の
全
世
界
所

得
を
報
告
し
て
居
住
者
用
申
告

書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
移
民
法
上
米
国
で
の
報
酬

の
受
領
が
禁
止
さ
れ
て
い
て
、

税
法
上
報
告
す
る
米
国
源
泉
所

得
が
な
い
た
め
、
日
本
の
所
得

だ
け
を
報
告
し
て
外
国
税
額
控

除
を
適
用
し
て
税
金
計
算
を
し

ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

短
期
滞
在
Ｂ
ビ
ザ
と
税
金

725

７
月
９
日
か
ら
７
月
19
日
に

か
け
て
国
連
本
部
で
行
わ
れ
た

「
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
合
わ
せ
、
日
本
政
府
は

国
連
本
部
で
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。
ま
た
、
16
日
に

は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
を
会
場
に
日
本
経

済
新
聞
社
と
日
経
Ｂ
Ｐ
社
主
催

に
よ
る
日
経
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
、
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研

究
所xSD

G

・
ラ
ボ
、
ｘSD

G

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
主
催
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。日

本
政
府
主
催
の
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
は
15
日
午
後
、
国
連
本

部
で
開
催
さ
れ
、
日
本
は
議
長

国
と
し
て
、
意
見
の
対
立
で
は

な
く
共
通
点
を
見
い
出
す
た
め

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
自
由
貿
易
の
推
進
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
世
界
の

経
済
成
長
の
牽
引
へ
の
対
処
、

環
境
・
地
球
規
模
課
題
へ
の
貢

献
な
ど
多
く
の
分
野
で
Ｇ
20
の

成
果
に
つ
い
て
国
連
加
盟
国

に
広
く
発
信
し
た
。
モ
デ
レ

ー
タ
ー
は
外
務
省
の
鈴
木
秀

生
地
球
規
模
課
題
審
議
官
が

務
め
、
基
調
講
演
を
冨
田
浩

司
特
命
全
権
大
使
（
金
融
・

世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会

合
担
当
／
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
担

当
大
使
）
が
行
っ
た
。

ま
た
翌
16
日
午
前
に
は
慶

應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所

のxSD
G

・
ラ
ボ
、xSD

G

コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
で
開
催
さ
れ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

評
価
に
取
り
組
む
主
要
な
関

係
者
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ビ
ジ

ネ
ス
の
評
価
に
ど
の
よ
う
に

活
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

当
日
は
、
「
日
本
か
ら
の

SD
G

s

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

改
革
」
と
題
し
て
蟹
江
憲
史

（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所xSD

G

・
ラ
ボ

代
表
）
が
、
ま
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
共
に
活
気
に
満
ち
た
神
奈
川

を
作
る
」
と
題
し
て
黒
岩
祐
治

神
奈
川
県
知
事
が
講
演
し
た
。

午
後
は
、
日
本
経
済
新
聞

社
と
日
経
Ｂ
Ｐ
社
の
主
催
に
よ

る
日
経
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
キ
イ
ノ
ー
ト

ス
ピ
ー
チ
は
日
本
経
済
団
体
連

合
会
企
業
行
動
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
長
／
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
取
締
役
会
長
の
二
宮
雅

也
氏
が
「
『Society

5.0 for
SD

G
s

』
で
新
た
な
時
代
を
切

り
拓
く
」
と
題
し
、
ま
た
、
一

橋
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究

科

特
任
教
授
／
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム

会
長
の
伊
藤

邦
雄
氏
が
「
『
日
本
発
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
経
営
が
も
た
ら
す
企
業
・
投

資
・
社
会
の
変
革
』
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
二
宮
氏
は
、
新

設
し
た
企
業
行
動
憲
章
を
解
説

し
な
が
ら
企
業
改
革
に
よ
る
社

会
貢
献
と
人
権
に
対
す
る
意
識

が
日
本
企
業
の
８
割
に
ま
で
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
当
日
は
、
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表

取
締
役
社
長
・
井
阪
隆
一
氏

、

伊
藤
一
橋
大
教
授
、
大
和
証
券

グ
ル
ー
プ
本
社
執
行
役
副
社

長
・
田
代
桂
子
氏

、
国
連
開

発
計
画
総
裁
補
兼
危
機
局
長
・

岡
井
朝
子
氏

、
コ
モ
ン
ズ
投

信
取
締
役
会
長
・
渋
澤
健
氏
、

蟹
江
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
外

務
省

国
際
協
力
局
地
球
規
模

課
題
総
括
課
長
・
甲
木
浩
太
郎

氏
が
意
見
を
交
わ
し
た
。
モ
デ

レ
ー
タ
ー
は
日
経
Ｂ
Ｐ
、
日
経

Ｅ
Ｓ
Ｇ
発
行
人
の
酒
井
耕
一
氏

が
務
め
た
。

国連でハイレベル政治フォーラム

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
発
信

日
本
経
済
新
聞
社
は
Ｊ
Ｓ
で
シ
ン
ポ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
10
日
、
今
年
９

月
か
ら
地
下
鉄
Ｆ
ラ
イ
ン
そ
増

便
す
る
と
発
表
し
た
。
同
ラ
イ

ン
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ジ
ャ
マ
イ

カ
駅
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
通

過
し
て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ニ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
駅
ま
で
運
行
す

る
が
、
車
両
と
運
転
手
不
足
に

よ
り
配
車
不
足
が
続
い
て
い

た
。
９
月
か
ら
は
午
前
７
時
か

ら
７
時
30
分
ま
で
の
間
の
マ
ン

ハ
ッ
タ
方
向
へ
の
電
車
を
各
２

本
増
便
す
る
ほ
か
、
午
後
５
時

か
ら
５
時
40
分
の
間
の
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
〜
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
間

も
２
本
増
便
す
る
。

増
便
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
下
鉄
の
中
で
も
「
な
か
な

か
来
な
い
Ｆ
ラ
イ
ン
」
と
い
う

汚
名
を
幾
分
返
上
で
き
そ
う

だ
。

地
下
鉄
Ｆ
線
を
増
便

ラ
ッ
シ
ュ
解
消
に
改
善
策

講演する二宮経団連SDGs委員長（16日ジャパンソサエティーで）

基調講演する外務省の冨田浩司  特命全権大使（15日、国連本部で）

日本政府主催

http://saitama-shintoshin.or.jp
http://villagewellusa.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.terailaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
http://www.nikkeius.com
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LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

キャストアルミ製のガーデ
ンテーカフェ＆カクテルテ
ーブルと椅子のセット。

オークランド・ミシシッ
ピコレクションのモダンデ
ザイン。伝統的なスタイル。
パティオ、デッキ、ポーチ
などどこにおいても便利。
ホームデポで価格　$436
Mississippi Cast Aluminum
Settee Bench and 35 in. x
18 in.
www.homedepot.com

庭に置いても錆びないベンチ

五
番
街
と
12
丁
目
の
角
に
立
つ
23
階
建
ハ
イ
ラ
イ

ズ
ビ
ル
の
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ

ッ
ジ
の
中
心
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
パ
ー
ク

の
す
ぐ
近
く
。
周
り
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
が
点
在
し
て
公
園
を
取
り
囲
む
よ
う
に
大
学

の
建
物
が
並
ぶ
。
そ
の
一
画
に
建
つ
同
ビ
ル
は
閑
静

な
住
宅
街
で
あ
る
と
と
も
に
学
生
た
ち
が
昼
間
は
行

き
交
い
、
夜
に
は
ビ
レ
ッ
ジ
界
隈
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ジ
ャ
ズ
バ
ー
で
憩
い
の
一
時
も
過
ご
せ
る
。

写
真
の
部
屋
は
、
期
間
限
定
の
貸
出
し
物
件
で
、

レ
ン
ト
の
期
間
は
１
年
か
ら
３
年
。
広
さ
は
１
０
０

６
平
方
フ
ィ
ー
ト
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ワ
ン
ベ
ッ
ド

と
し
て
は
ゆ
っ
た
り
。
床
か
ら
天
井
ま
で
あ
る
大
き

ガ
ラ
ス
窓
が
開
放
感
を
味
わ
え
る
。
室
内
ラ
ン
ド
リ

ー
と
乾
燥
機
、
１
・
５
バ
ス
。
１
階
に
は
受
付
が
あ

る
。
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
貸
出
し
物
件
で
、
家
賃
は
月

額
８
５
０
０
ド
ル
。
す
ぐ
に
入
居
が
可
能
だ
。
問
い

合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
５
９
６
・
０
８
２
１
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ルha@

sum
itom

o-ny
.com

（
ハ
さ
ん

さ
ん
）
ま
で
。

（
写
真
提
供
・
住
友
不
動
産
販
売
）

ワシントン広場から音楽が聞こえてきそう

ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
地
域
名
で
、
ク
リ

ン
ト
ン
、
ま
た
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
ウ
エ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
地
区
の
南
端
は

34
丁
目
、
北
端
は
59
丁
目
、
東

端
は
８
番
街
、
西
端
は
ハ
ド
ソ

ン
川
ま
で
の
区
域
を
指
す
。
ま

た
、
こ
の
地
区
の
南
は
チ
ェ
ル

シ
ー
（
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
）
、
北

は
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
・
サ

イ
ド
（
リ
ン
カ
ー
ン
ス
ク
エ
ア
、

東
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
地
区
の
９
番
街
沿
い
は
、

多
国
籍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
数
多

く
並
ん
で
い
る
こ
と
で
有
名
。

ま
た
、
世
界
最
大
の
バ
ス
交
通

量
を
誇
る
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ

テ
ィ
ー
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

こ
の
地
区
の
東
端
の
８
番
街
42

丁
目
に
位
置
し
て
い
る
。
ポ
ー

ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
の
す
ぐ

近
く
に
は
リ
ン
カ
ー
ン
ト
ン
ネ

ル
へ
の
接
続
口
が
あ
り
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
島
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
を
つ
な
い
で
い
る
。
こ

の
地
区
の
南
西
端
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
あ
る
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・

ジ
ャ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
地

下
鉄
７
番
線
が
延
長
開
通
し
た

こ
と
で
ハ
ド
ゾ
ン
ヤ
ー
ド
の
開

発
が
進
み
、
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン

の
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
幅

に
塗
り
替
え
た
。

ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
元
々
の

由
来
は
ギ
ャ
ン
グ
団
の
名
前
な

ど
諸
説
あ
る
。
19
世
紀
半
ば
か

ら
こ
の
地
区
へ
の
人
口
流
入
と

と
も
に
ギ
ャ
ン
グ
団
が
現
れ
る

よ
う
に
な
り
、
「
ア
メ
リ
カ
大
陸

で
も
っ
と
も
危
険
な
地
域
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

治
安
の
悪
さ
か
ら
現
在
の
名
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

マ
ー
ベ
ル
コ
ミ
ッ
ク
の
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
、
デ
ア
デ
ビ
ル

の
出
身
地
と
さ
れ
て
お
り
、
映

画
版
「
デ
ア
デ
ビ
ル
」
や
ネ
ッ

ト
フ
リ
ッ
ク
ス
の
「
デ
ア
デ
ビ

ル
」
や
『
ジ
ェ
シ
カ
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
』
「
ル
ー
ク
・
ケ
イ
ジ
」
の

舞
台
。
古
く
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」
の
舞

台
で
も
あ
っ
た
。

ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
紹
介

ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン

https://www.redacinc.com/
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2019年（令和元年）7月20日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［総　合］　(10  )

６
月
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
た

今
年
の
ゲ
イ
・
プ
ラ
イ
ド
・
パ

レ
ー
ド
は
、
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー

ル
の
暴
動
か
ら
50
周
年
を
記
念

す
る
も
の
で
し
た
。
日
常
生
活

で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
は
あ

ま
り
遭
遇
し
ま
せ
ん
が
「
人
間

関
係
の
悩
み
」
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
お
越
し
に
な
る
理
由
の

上
位
を
占
め
ま
す
。

多
く
の
人
が
使
う
、

・
対
立
を
避
け
る
た
め
に
相
手

の
言
う
こ
と
を
す
べ
て
受
け
入

れ
る
受
動
型(passive)

・

相

手

を

責

め

る

攻

撃

型

(aggressive)

・
表
面
上
は
相
手
に
合
わ
せ
な

が
ら
無
意
識
の
内
に
蓄
積
し
た

「
恨
み
」
を
別
の
と
こ
ろ
で
晴

ら
す
受
動
攻
撃
型(passive-

aggressive)

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
不
本
意

な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

双
方
が
満
足
の
い
く
関
係
を

構
築
・
維
持
す
る
に
は
、
相
手

を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
の
意
見

も
明
確
に
す
る
自
己
主
張
型

（assertive

）
が
理
想
で
す
。

友
人
に
誘
わ
れ
た
シ
ョ
ー
の

チ
ケ
ッ
ト
が
当
初
提
示
さ
れ
た

価
格
よ
り
高
額
だ
っ
た
こ
と
を

知
ら
さ
れ
た
Ｒ
さ
ん
は
、

・Passive：

何
も
言
わ
ず
他

の
予
算
を
削
っ
て
捻
出
す
る

・A
ggressive：

相
手
の
無

責
任
を
責
め
差
額
を
払
わ
な
い

・P
assive-A

ggressive：

差
額
を
後
日
精
算
す
る
と
約

束
。
そ
の
後
相
手
を
避
け
る

な
ど
の
対
処
法
を
考
え
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
友
情
が
継
続

し
な
い
危
険
性
に
も
気
づ
き
ま

し
た
。
ご
自
身
の
気
持
ち
を
率

直

に

伝

え

て

助

力

を

求

め

(A
ssertive

）
合
意
の
上
で
出

か
け
た
シ
ョ
ー
は
心
か
ら
楽
し

め
る
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

難
し
い
状
況
は
関
係
を
深
め

る
チ
ャ
ン
ス
に
も
転
換
で
き
ま

す
。
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
）

ニューヨーク生活における

メンタルヘルスケア（14）

真壁弘子カウンセラー

人
間
関
係
と
対
立

米
国
人
が
一
番
好
き
な
野
菜

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
最
も
嫌
い

な
野
菜
は
カ
ブ
で
あ
る
こ
と
が

最
新
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
ル

ム
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
に
本
社
を
置

く
冷
凍
自
然
食
品
メ
ー
カ
ー

「
ド
ク
タ
ー
・
プ
レ
イ
ガ
ー
ズ
」

は
市
場
調
査
会
社
ワ
ン
ポ
ー
ル

に
依
頼
し
、
米
国
人
２
０
０
０

人
を
対
象
に
野
菜
に
対
す
る
意

識
や
好
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
人
気
率
91
・

４
％
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ほ
ぼ

同
票
数
だ
っ
た
の
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
３
位
は
ニ
ン
ジ
ン
と
ト
マ

ト
の
89
％
、
４
位
は
タ
マ
ネ
ギ

と
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
で
、
匂
い
や

触
感
が
苦
手
と
い
う
声
が
多
そ

う
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
８
位
と

拳
闘
し
た
。
大
嫌
い
と
い
う
意

見
が
最
も
多
か
っ
た
カ
ブ
の
投

票
率
は
27
％
、
次
い
で
２
位
は

ビ
ー
ツ
、
３
位
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、

４
位
芽
キ
ャ
ベ
ツ
、
５
位
は
ア

ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
だ
っ
た
。

野
菜
の
摂
取
量
を
記
録
で
き

る
ア
プ
リ
「
ベ
ジ
ー
ト
ラ
ッ
カ

ー
」
を
開
発
し
た
同
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
ラ
リ
ー
・
プ
レ
イ
ガ
ー
博
士

は
、
「
こ
の
調
査
結
果
で
最
も

残
念
だ
っ
た
の
は
４
分
の
１
が

『
野
菜
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
』

と
回
答
し
た
こ
と
だ
」
と
話
し

た
。
ま
た
、
野
菜
を
食
べ
て
い

る
人
で
も
「
毎
日
の
食
事
に
野

菜
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
の
は
わ
ず
か
36
％
だ
っ
た
。

一
方
、
同
博
士
い
わ
く
、
米

国
人
の
野
菜
の
必
要
性
に
対
す

る
意
識
は
高
ま
っ
て
お
り
、

72
％
が
「
で
き
れ
ば
も
っ
と
野

菜
を
食
べ
た
方
が
い
い
と
思
っ

て
い
る
」
、
67
％
が
「
食
事
で

野
菜
を
食
べ
な
か
っ
た
時
に
罪

悪
感
を
抱
く
」
と
感
じ
て
い
る

と
い
う
。
野
菜
の
摂
取
不
足
の

理
由
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の

は
「
食
べ
る
前
に
腐
ら
せ
て
し

ま
う
」
と
「
単
に
野
菜
は
値
段

が
高
い
」
（
25
％
）
、
２
位
は

「
調
理
や
準
備
に
時
間
が
か
か

る
」
、
３
位
は
「
料
理
の
仕
方

を
知
ら
な
い
」
だ
っ
た
。

姿
勢
の
悪
い
人
が
必
ず
便
秘

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
便
秘
の
人
に
良
い
姿
勢
の

人
は
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

便
秘
の
人
の
身
体
は
常
に
緊
張

状
態
に
あ
る
か
ら
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
緊
張
が
先
か
便
秘
が
先

か
、
そ
れ
は
も
う
チ
キ
ン
が
先

か
卵
が
先
か
み
た
い
な
質
問
な

の
で
、
す
ぐ
出
る
答
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

理
想
的
な
お
通
じ
の
在
り
方

と
し
て
は
毎
日
１
〜
３
回
、
バ

ナ
ナ
状
に
ま
と
ま
っ
た
も
の
が

何
の
苦
労
も
な
く
ス
ル
ッ
と
出

る
と
最
高
。
色
は
き
れ
い
な
茶

色
で
あ
ま
り
臭
く
な
い
、
そ
れ

な
り
に
健
康
的
な
ウ
ン
チ
の
臭

い
が
す
る
は
ず
で
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ

症
候
群
（
精
神
疾
患
、
消
化
異

常
、
発
達
障
害
、
情
緒
障
害
な

ど
）
の
方
の
ウ
ン
チ
は
、
ひ
ど

い
臭
い
が
し
ま
す
。
お
な
ら
も

臭
い
で
す
。
誰
か
が
入
っ
た
す

ぐ
後
の
お
手
洗
い
に
入
っ
て
、

ひ
ど
い
臭
い
に
出
く
わ
し
た
こ

と
が
一
度
も
な
い
人
は
い
な
い

で
し
ょ
う
。
今
の
世
の
中
に
は
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
症
候
群
の
人
は
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
の
で
。
そ
う
、
あ

な
た
の
前
に
そ
の
お
手
洗
い
を

使
っ
た
人
は
、
明
ら
か
に
Ｇ
Ａ

Ｐ
症
候
群
で
す
。
私
が
拝
見
し

て
き
た
す
べ
て
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
た
ち
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
食
事
療
法

に
変
え
て
し
ば
ら
く
す
る
と
必

ず
、
「
お
な
ら
と
ウ
ン
チ
が
臭

わ
な
く
な
っ
た
」
と
報
告
し
て

き
ま
す
。
こ
れ
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
症
候

群
改
善
の
初
め
の
一
歩
だ
か
ら

で
す
。
こ
れ
ら
の
ひ
ど
い
臭
い

の
素
は
腸
内
に
繁
殖
し
た
悪
玉

菌
が
作
り
出
す
毒
で
す
。
溜
ま

っ
た
ウ
ン
チ
が
毒
で
あ
る
こ
と

は
簡
単
に
想
像
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
お
腹
の
真
ん
中
に
そ
ん

な
毒
素
工
場
を
抱
え
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

常
に
筋
肉
に
力
が
入
り
交
感
神

経
優
位
の
「
闘
争
か
逃
走
か
」

と
い
う
緊
張
状
態
を
作
り
出
し

て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

や
す
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
イ
ラ
イ
ラ
、
ビ
ク
ビ
ク
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
起
き

る
と
疲
れ
が
残
っ
て
い
た
り
、

ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
り
、
歯
を

磨
く
と
き
な
ど
に
吐
き
気
を
感

じ
た
り
す
る
な
ら
、
便
秘
で
な

く
て
も
、
あ
な
た
は
明
ら
か
に

Ｇ
Ａ
Ｐ
症
候
群
で
す
。

姿
勢
へ
の
影
響
は
犬
を
見
て

頂
く
と
分
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
が
、
ビ
ク
つ
い
て
緊
張
状

態
に
あ
る
犬
の
尻
尾
は
後
足
の

間
に
ク
ル
ッ
と
巻
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
人
間
の
場
合
は
、
尻

尾
の
名
残
り
で
あ
る
尾
て
い
骨

を
両
足
の
間
に
丸
め
た
状
態

（
タ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
と
い
う

状
態
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
尾

て
い
骨
の
傾
き
に
よ
っ
て
後
ろ

に
倒
れ
た
骨
盤
に
引
っ
張
ら
れ

て
背
中
が
ま
る
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
丸
ま
っ
た
背
中
で
は

肺
が
十
分
に
開
き
ま
せ
ん
の

で
、
も
ち
ろ
ん
呼
吸
が
浅
く
な

り
ま
す
。
呼
吸
が
浅
く
な
れ
ば

脳
へ
の
酸
素
供
給
量
は
減
り
ま

す
の
で
、
記
憶
力
や
集
中
力
の

低
下
に
始
ま
っ
て
、
常
に
眠
い
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
す
ぐ
切
れ
る
、

臆
病
に
な
る
な
ど
、
脳
力
だ
け

で
な
く
そ
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
に
ま
で
、
そ
の
悪
影
響

が
及
ん
で
い
き
ま
す
。

便
秘
か
ら
始
ま
っ
た
体
へ
の

悪
影
響
は
ド
ミ
ノ
倒
し
に
健
康

を
む
し
ば
ん
で
い
き
ま
す
。
慢

性
的
便
秘
の
方
は
緊
張
し
す
ぎ

の
神
経
が
疲
労
困
憊
し
て
、
体

内
の
変
化
に
鈍
感
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
何
か
の
病
気
が
進

行
し
て
い
て
も
手
遅
れ
に
な
る

ま
で
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
た
か
が
便
秘
と
侮

っ
て
い
る
と
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

要
注
意
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子：

米
国
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ

認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ

ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０

０
％
健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た

め
の
「
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
」
を

考

案

。N
atural

H
ealing

A
rtists

創

業

者

兼

代

表

。

NaturalHealingA
rtists.com

第
８
回

便
秘
と
姿
勢

アメリカ人の
大好きな野菜は
トウモロコシ

大嫌いな野菜は？

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

当
選
者
発
表

７
月
13
日
号
の
読
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
「
Ｋ
Ｊ
・
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
シ

ョ
ー
」
の
ペ
ア
優
待
チ
ケ
ッ

ト
は
、
ト
ミ
ー
・
ト
ン
さ
ん
、

ミ
ミ
・
マ
ッ
ク
ス
さ
ん
、
キ

ヨ
・
ヤ
マ
ダ
さ
ん
、
マ
ツ
コ

シ
ブ
ヤ
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

マグロの刺身を寿司シャリではさんだ、すしバーガ
ーが登場した。値段は22ドル。レッドアイ・グリル。
マンハッタンの７番街890番地、電話212-541-9000 
詳細はwww.redeyegrill.com Photo Giada Paoloni

寿司バーガーNYに登場（22ドル）

http://kadotains.com/
https://www.hondag.com
https://www.iace-usa.com
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先
日
、
縁
あ
っ
て
日
本
公
開

天
文
台
協
会
（Japan

Public
O
b
s
e
r
v
a
t
o
r
y

A
ssociation；

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
）

の
全
国
大
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
公
開
天
文
台
協
会

は
、
本
物
の
天
体
を
通
し
て
自

然
観
を
養
い
、
心
豊
か
な
人
格

形
成
に
資
す
る
た
め
の
生
涯
学

習
支
援
に
取
り
組
む
公
開
天
文

台
の
発
展
を
目
的
と
し
、
公
開

天
文
台
間
の
情
報
交
換
お
よ
び

相
互
支
援
を
行
う
た
め
に
２
０

０
５
年
７
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
日
本
に
は
、
全
国
各
地
に

４
０
０
を
超
え
る
天
文
台
施
設

が
あ
り
、
世
界
有
数
の
天
文
台

王
国
な
の
で
す
。
た
だ
し
、

「
こ
れ
が
公
開
天
文
台
だ
」
と

定
義
づ
け
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
く
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
で
は

「
天
体
観
測
施
設
を
持
ち
、
天

体
観
望
会
な
ど
公
開
業
務
を
行

っ
て
い
る
施
設
」
と
し
て
い
ま

す
。
現
代
の
公
開
天
文
台
の
歴

史
は
、
１
９
２
６
年
に
ク
ラ
ボ

ウ
の
専
務
だ
っ
た
原
澄
治
の
出

資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
倉

敷
天
文
台
」
に
遡
り
ま
す
。
一

般
の
人
た
ち
が
本
格
的
な
天
体

望
遠
鏡
を
覗
く
機
会
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
時
代
に
、
誰
も
が

望
遠
鏡
を
通
じ
て
宇
宙
に
触
れ

ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
べ
く
、

民
間
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
完
成

し
た
も
の
で
、
現
在
イ
ギ
リ
ス

製
の
32
セ
ン
チ
反
射
望
遠
鏡
は

倉
敷
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
設
立
当

初
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ

観
測
室
は
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
設
立
当
初
の
木
造
の
観
測
室

は
、
天
体
観
測
や
見
学
者
の
た

め
に
現
在
も
使
わ
れ
て
お
り
、

天
文
台
敷
地
内
の
５
メ
ー
ト
ル

ド
ー
ム
は
「
原
澄
治
・
本
田
實

記
念
館
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

設
立
当
初
の
ま
ま
に
反
射
望
遠

鏡
が
収
め
ら
れ
、
多
く
の
観
測

機
材
や
記
念
の
品
々
と
と
も
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
立
の

施
設
が
多
い
な
か
、
現
在
も
企

業
や
個
人
が
私
財
を
投
じ
て
、

人
々
に
本
物
の
星
空
と
触
れ
合

う
機
会
を
作
っ
て
い
る
施
設
も

あ
る
の
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

さ
て
、
今
回
で
第
14
回
目
と

な
る
全
国
大
で
は
、
宮
崎
県
都

城
市
の
た
ち
ば
な
天
文
台
に
近

い
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で

６
月
24
日
〜
26
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
一
日
の

み
の
参
加
で
し
た
が
、
夜
は
ナ

イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
天
文
台
か

ら
観
測
し
た
り
、
合
宿
さ
な
が

ら
に
夜
通
し
議
論
し
た
り
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
年
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
天
文
台
運
営
の

実
態
報
告
」
で
、
お
よ
そ
80
人

が
参
加
し
、
30
件
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
で
は
、

昨
年
「
公
開
天
文
台
白
書
」
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
速
報
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
小

規
模
で
運
営
に
苦
心
し
て
い
る

こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
私
も
せ
っ
か
く
参

加
す
る
の
で
、
今
年
の
９
月
に

迫
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物

館
会
議
）
京
都
大
会
の
Ｐ
Ｒ
だ

け
で
は
な
く
、
「
博
物
館
法
と

公
開
天
文
台
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
発
表
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
天
文
観
測
に
関
す
る
写
真

や
映
像
等
の
記
録
は
「
博
物
館

資
料
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
研

究
し
、
保
存
し
、
天
文
機
器
を

公
開
活
用
し
て
教
育
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
限
り
に
お
い

て
、
公
開
天
文
台
は
「
博
物
館
」

の
一
館
種
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
６

年
前
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
大
会
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

立
天
文
台
を
見
学
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
天
文
台
関
係

者
も
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
天

文
台
活
動
を
世
界
に
発
信
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第317回

公開天文台

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

先
月

「
梅
雨
が
な
け
れ
ば
」
と
い
う

お
話
を
し
た
の
も
つ
か
の
間
、

日
本
は
本
格
的
な
梅
雨
に
突
入

し
ま
し
た
。
東
京
で
は
あ
ま
り

強
い
雨
は
降
り
ま
せ
ん
が
、
毎

日
小
雨
が
断
続
的
に
降
り
し
き

り
、
筆
者
の
小
さ
な
希
望
も
儚

く
消
え
て
い
き
ま
し
た
（
笑
）
。
　

さ
て
、
７
月
で
す
！

ル
ー

ト
66
に
は
待
望
の
季
節
、
６
月

〜
８
月
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば
切

っ
て
も
切
れ
な
い
の
が
、
そ
う

「
音
楽
ラ
イ
ヴ
」
で
す
ね
。
夏

は
音
楽
の
祭
典
、
ア
メ
リ
カ
で

は
６
月
下
旬
か
ら
独
立
記
念
日

の
週
末
に
か
け
て
行
わ
れ
る
ミ

ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
ト
を
皮
切
り
に
10
月
ま
で

多
数
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
ル
ー
ト
66
上
の
出
発
点

で
も
あ
る
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ

で
は
ブ
ル
ー
ス
、
ジ
ャ
ズ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
そ
し
て
９
月

に
は
ワ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
今
年
は
ミ
ズ

ー
リ
州
レ
バ
ノ
ン
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
ト
ゥ
ク
ム
キ
ャ
リ
、

イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
ド
、
さ
ら
に
は
ア
リ
ゾ
ナ

州
キ
ン
グ
マ
ン
等
の
各
地
で
も

い
ろ
い
ろ
な
祭
典
が
あ
る
よ
う

で
す
。
前
置
き
が
少
し
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
今
月
の
魅
惑
の

旧
街
道
を
行
く
シ
リ
ー
ズ
の
シ

ー
ズ
ン
３
、
第
４
話
は
音
楽
の

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
の
あ
る
夜
、
し

ば
ら
く
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
ル

ー
ト
66
を
ま
た
走
り
始
め
よ
う

と
思
い
立
ち
、
そ
の
お
伴
に
何

か
良
い
音
楽
が
な
い
か
と
検
索

し
て
い
た
と
こ
ろ
に
引
っ
か
か

っ
た
の
が
「R

oad
C
rew

」

と
い
う
バ
ン
ド
で
し
た
。
ア
ル

バ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
「Songs

from
the

M
other

R
oad

」
。

何
と
い
う
こ
と
！

こ
ん
な
に

ぴ
っ
た
り
な
も
の
は
他
に
あ
る

の
か
？

と
半
信
半
疑
で
さ
ら

に
検
索
す
る
と
、
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
は
セ
ミ
ア
コ
っ
ぽ
い
ギ
タ

ー
の
後
ろ
に
ル
ー
ト
66
の
姿
。

こ
れ
を
私
が
ネ
ッ
ト
で
購
入
す

る
の
に
３
秒
と
か
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
よ
ね
？
（
笑
）
ど
の
く
ら
い

感
動
し
た
か
と
い
え
ば
、
手
前

味
噌
で
恐
縮
な
の
で
す
が
16
年

１
月
よ
り
不
定
期
で
更
新
し
て

い
る
筆
者
の
ル
ー
ト
66
に
関
す

る

個

人

ブ

ロ

グ

「toshi66.com

」
で
も
第
１

話
の
題
材
と
し
て
少
し
触
れ
た

ぐ
ら
い
な
の
で
す
。

R
oad

C
rew

は
11
年
に
テ

キ
サ
ス
州
ア
マ
リ
ロ
で
開
催
さ

れ

た

あ

る

祭

典

で

、

In
tern

ation
al
R
ou
te

66
A
ssociation

よ
り
「B

obby
T
rou

p
A
rtistic

A
w
ard

」

を
受
賞
、
そ
の
後
テ
キ
サ
ス
州

ル
ー
ト
66
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

よ
り
ル
ー
ト
66
の
公
式
音
楽
大

使
と
し
て
、
ル
ー
ト
66
上
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
演
奏
は
も

ち
ろ
ん
、
各
地
で
公
演
活
動
に

も
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

４
人
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
実
力
者
。
ご
紹
介
し
ま

す
と
、
ま
ず
メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル

を
担
当
す
る
ひ
と
り

D
on

K
ing

Jr.

は
80
年
代
に
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
界
で
１
０

０
曲
以
上
の
楽
曲
を
チ
ャ
ー
ト

に
送
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
、

A
labam

a

、C
ry
stal

G
ail

、

R
eba

M
cE
n
tire

ら
と
も
一

緒

に

活

動

。

15

年

に

A
m
erica's

O
ld

T
im
e

C
ou
n
try

M
u
sic

H
all

of
F
am

e

に
殿
堂
入
り
し
ま
し

た
。
ド
ラ
ム
ス
を
担
当
す
る

Jason
H
arm

on

は
敬
虔
な
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
庭
に
生
ま
れ

育
ち
、
そ
の
音
楽
活
動
も
教
会

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
系
の
音
楽
と
、

少
し
変
わ
っ
た
経
歴
の
持
ち

主
。Jason

の
持
つ
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
と
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
お

よ
び
エ
ン
タ
メ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
知
識
と
技
術
は
バ
ン
ド
の
屋

台
骨
を
安
定
さ
せ
て
い
ま
す
。

ギ
タ
ー
担
当
のW

ood
y

B
om

ar

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
で
あ
り
な
が
ら
起
業
家
で
あ

り
、
「
音
楽
の
都
」
ナ
ッ
シ
ュ

ビ
ル
に
自
身
の
音
楽
会
社
を
経

営
し
て
い
ま
し
た
。W

oody

は
元
来
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
あ

り
、C

on
w
ay

T
w
itty

や
L
oretta

L
yn

と
共
に
80
年
代

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発
し
ま
し

た
。
ま
た
現
在
で
も
カ
ン
ト
リ

ー
音
楽
協
会
、
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

音
楽
協
会
、
さ
ら
に
は
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
ズ
・
ギ
ル
ド
の
会
員

で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て

最
後
の
ひ
と
り
、
筆
者
が
一
番

仲
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

が
ボ
ー
カ
ル
と
ギ
タ
ー
を
担
当

す
るJoe

L
oesch

で
す
。Joe

は
70
年
代
の
ポ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

「Solid
G
old

」
の
リ
ー
ダ
ー

で

し

た

。

彼

ら

の

代

表

作

「Solid
G
old

50

‘s

」
と
、

M
on
k
ey
s

の

M
ich

ael
N
esm

ith

と

書

き

上

げ

た

「

M
y

S
h
are

of
th
e

Sidew
alk

」
で
大
き
な
成
功

を
つ
か
み
ま
し
た
。Joe

は
ボ

イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
著

名
で
そ
れ
に
関
す
る
賞
も
数
多

く
受
賞
し
て
い
ま
す
。

と
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
彼
ら
の
音
楽
は
筆

者
の
大
好
き
な
明
る
く
軽
快
な

ノ
リ
の
ロ
カ
ビ
リ
ー
ベ
ー
ス
の

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。

現
在
リ
リ
ー
ス
中
の
３
枚
の
ア

ル
バ
ム
、
い
ず
れ
も
真
っ
直
ぐ

伸
び
る
ル
ー
ト
66
を
空
や
山
に

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
オ
ー
プ

ン
カ
ー
で
突
っ
走
っ
て
い
く
に

は
最
高
の
お
供
で
す
！

ぜ
ひ

聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！

実
はR

oad
C
rew

の
皆
さ

ん
を
ご
紹
介
し
た
の
は
、
そ
の

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
だ
け
で
な

く
、
本
当
に
親
切
で
素
敵
な

方
々
だ
か
ら
で
す
。
さ
き
ほ
ど

「
一
番
仲
良
く
し
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
た

だ
の
一
フ
ァ
ン
で
あ
る
筆
者
に

も
、
ま
っ
た
く
驕
っ
た
素
振
り

も
見
せ
ず
友
人
と
し
て
接
し
て

く
れ
、
一
緒
の
時
間
を
楽
し
ん

で
く
れ
ま
す
。
筆
者
は
15
年
、

イ
リ
ノ
イ
州
エ
ド
ワ
ー
ズ
ビ
ル

で

開

か

れ

た

「M
iles

of
Possibility

」
と
い
う
年
次
会

合
に
参
加
し
た
際
に
初
め
て
本

人
た
ち
と
遭
遇
で
き
ま
し
た
。

会
う
前
にJoe

と
は
１
、
２
度

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
た
の

で
、
当
日
初
顔
合
わ
せ
時
も
ま

る
で
以
前
か
ら
知
っ
て
る
か
の

よ
う
に
気
さ
く
に
振
る
舞
っ
て

く
れ
た
姿
に
感
動
し
た
の
を
憶

え
て
い
ま
す
。
そ
の
時Joe

は
、

「
私
は
１
９
５
５
年
に
父
に
連

れ
ら
れ
セ
ン
ト
ル
イ
ス
か
ら
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
ま
で
初
め
て
ル

ー
ト
66
を
走
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
行
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
が

ル
ー
ト
66
と
の
出
会
い
で
、
そ

の
時
に
経
験
し
た
『
地
球
上
で

最
も
幸
福
な
地
』
と
同
じ
ぐ
ら

い
感
動
し
た
ん
だ
よ
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

今
日
もR

oad
C
rew

は
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ル
ー
ト
66
に
出
ら
れ
る

際
は
是
非
彼
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
素

晴
ら
し
い
音
楽
と
人
柄
に
触
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
（
後
藤
敏

之
／
ル
ー
ト
66
協
会
ジ
ャ
パ

ン
・
代
表
、
写
真
も
）

T RAVE LT RAVE L
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス

そ
の
４：

ル
ー
ト
66
の
旅
に
最
高
に
合
う
音
楽
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日
本
の
俳
優
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
坂
東
工
が
気
鋭
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
美
術
館
「
イ
ー
ウ

ィ
ー
（iiw

ii

）
」
が
、
初
と
な

る
第
１
回
展
示
会
を
25
日
（
木
）

か
ら
28
日
（
日
）
ま
で
、
ト
ラ

イ
ベ
ッ
カ
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
ワ
ン
・
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー

ス
（23 W

arren
Street

）

で
開
催
す
る
。

坂
東
が
製
作
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
で
使

用
し
た
渡
辺
謙
氏
の
衣
装
２
点

を
は
じ
め
、
絵
画
や
彫
刻
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
、
写
真
、
陶
芸
、
人
形
な

ど
、
10
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
作
品
を
展
示
す
る
。

「
硫
黄
島
」
な
ど
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
に
も
出
演
、
バ
チ
ェ
ラ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
司
会
、
そ
し

て
自
ら
も
表
現
者
と
し
て
の
衝

動
を
作
品
と
し
て
生
み
出
す
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
坂
東
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
展
に
つ
い
て
「iiw

ii

の

存
在
を
い
か
に
し
て
世
界
中
の

人

々

に

広

め

て

い

く

か

？

我
々
の
作
り
出
す
ア
ー
ト
を
体

感
し
、
正
確
な
反
応
、
評
価
を

得
れ
る
場
所
は
ど
こ
か
？

企

業
と
し
て
資
金
と
広
告
よ
り
効

果
的
に
使
用
し
て
い
く
方
法
は

何
か
？

そ
し
て
何
よ
り
も
、

我
々
自
身
が
『
こ
れ
が
お
も
し

ろ
い
！
』
と
思
え
る
企
画
は
何

か
？

そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
が
、

世
界
の
ア
ー
ト
の
中
心
地
で
あ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
展
示
会

で
あ
る
と
考
え
る
。iiw

ii

は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
息
吹
を
浴

び
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
さ
ら
な

る
創
作
へ
の
モ
チ
べ
ー
シ
ョ
ン

を
持
ち
、
よ
り
ア
ー
ト
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
く
。
10
人
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
織
り
な
す
、

iiw
ii

の
世
界
を
ぜ
ひ
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
す
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://iiw
ii.art/

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
バ
ー
ガ
ー

や
ビ
ヨ
ン
ド
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、

肉
に
代
わ
る
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
食

品
が
話
題
の
な
か
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ク
ロ
エ
は
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
人
気
総
菜

店
ハ
リ
ー
＆
イ
ダ
ズ
（
ア
べ
ニ

ュ
ー
Ａ
１
８
９
番
地
）
と
提
携

し
、
17
日
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ

ッ
ト
ド
ッ
グ
・
デ
ー
に
合
わ
せ

「
ザ
・
キ
ャ
ロ
ッ
ト
・
ド
ッ
グ
」

を
開
発
し
た
。

パ
ス
ト
ラ
ミ
・
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
肉
類
の
総
菜
が
自

慢
の
同
店
だ
が
、
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
の
新
メ
ニ
ュ
ー
に
も
手
は
抜

か
ず
、
処
理
し
た
丸
ご
と
の
ニ

ン
ジ
ン
を
１
週
間
か
け
て
じ
っ

く
り
燻
製
。
ポ
テ
ト
を
練
り
入

れ
た
特
製
の
パ
ン
で
ニ
ン
ジ
ン

を
挟
み
、
サ
ー
・
ケ
ン
ジ
ン
ト

ン
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
イ
エ
ロ

ー
・
マ
ス
タ
ー
ド
と
ザ
ワ
ー
ク

ラ
ウ
ト
を
添
え
て
値
段
は
１
本

６
ド
ル
75
セ
ン
ト
。

同
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
賛

同
し
た
写
真
家
ジ
ェ
シ
カ
・
ペ

ッ
ト
ウ
エ
ー
さ
ん
は
、
独
立
記

念
日
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
早
食
い
選

手
権
で
６
連
覇
し
ギ
ネ
ス
に
登

録
さ
れ
た
小
林
尊
さ
ん
を
モ
デ

ル
に
起
用
し
た
「
ザ
・
キ
ャ
ロ

ッ
ト
・
ド
ッ
グ
」
シ
リ
ー
ズ
を

撮
影
し
た
。
小
林
さ
ん
の
ネ
イ

ル
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍

す
る
ネ
イ
リ
ス
ト
の
メ
イ
・
カ

ワ
ジ
リ
さ
ん
が
施
し
て
い
る
。

小
林
さ
ん
は
同
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
「
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
の
マ
ス

タ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
系
ホ
ッ
ト
ド

ッ
グ
を
試
し
た
が
、
正
直
に
言

っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
満
足
で
き
る

も
の
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

ニ
ン
ジ
ン
の
ス
モ
ー
キ
ー
な
風

味
が
と
て
も
独
創
的
。
何
よ
り

も
ニ
ン
ジ
ン
以
外
は
ほ
と
ん
ど

何
も
入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

い
い
」
と
話
し
て
い
る
。

ニンジン

ホットドッグ誕生

早
食
い
６
連
覇
の
小
林
さ
ん
お
墨
付
き

養
蜂
家
・
環
境
保
護
活
動

家
、
船
橋
康
貴
さ
ん
の
講
演
会

と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の

上
映
会
が
９
月
13
日
（
金
）
午

後
７
時
か
ら
、N

epen
th

es
N

Y

（
西
38
丁
目
３
０
７
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。

船
橋
さ
ん
は
昨
年
か
ら
八
ヶ

岳
に
移
住
し
、
標
高
１
４
６
０

メ
ー
ト
ル
の
場
所
で
養
蜂
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
講
演
会
で
は

「
人
間
の
都
合
で
考
え
な
い
、

み
つ
ば
ち
コ
コ
ロ
の
生
き
方
提

案
」
に
つ
い
て
語
る
。
船
橋
さ

ん
が
主
演
す
る
岩
崎
晴
子
監
督

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
み
つ
ば
ち
と
地
球
と
わ
た
し
」

は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
保
護
活
動
や

環
境
保
護
に
関
す
る
内
容
。

船
橋
さ
ん
は
９
月
12
日
か
ら

19
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞

在
し
、
い
く
つ
か
の
レ
ス
ト
ラ

ン
と
連
携
し
て
ハ
チ
ミ
ツ
を
使

っ
た
期
間
限
定
の
特
別
料
理
を

提
供
す
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
・
ハ

ニ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
訪

問
す
る
予
定
。

入
場
料
な
ど
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ルon

e-
brookly

nday
@

gm
ail.com

（
青
木
さ
ん
）
ま
で
。

養
蜂
家
・
環
境
保
護
活
動
家

船
橋
さ
ん
上
映
・
公
演
へ

Ahn Sinjae 奥田拓郎 藤沢まゆ Shino Takeda

湯沢英治

俵藤ひでと 嶺脇美貴子 加藤秀之 Khayah

坂東工

坂東工

オンライン美術館
「iiwii」NY展開催

7月25日から28日

https://crsny.org
https://www.mtckitchen.com
https://dpnewyork.com/nykyotoclub/manhattancruise2019/
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今
年
３
月
に
日
本
の
百
円
シ

ョ
ッ
プ
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
が
フ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
「
ス
カ
イ
ビ
ュ

ー
セ
ン
タ
ー
」
に
オ
ー
プ
ン
。

西
海
岸
で
は
幅
広
く
店
舗
展
開

し
て
い
る
が
同
店
舗
は
東
海
岸

第
１
号
店
と
あ
っ
て
、
開
店
当

初
は
大
行
列
。
ほ
と
ぼ
り
の
さ

め
た
６
月
下
旬
の
平
日
午
後

に
、
初
め
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か

ら
出
か
け
て
み
た
。

地
下
鉄
７
番
線
に
乗
っ
て
約

50
分
、
終
点
の
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ-

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
駅
に

近
づ
く
と
、
線
路
際
の
進
行
方

向
右
手
に
目
的
地
「
ス
カ
イ
ビ

ュ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
見
え
て
来

た
。
想
像
以
上
に
大
き
い
そ
う

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
だ
。

駅
か
ら
歩
く
こ
と
約
７
分
、
賑

や
か
な
商
店
街
を
抜
け
る
と
低

所
得
者
住
宅
が
あ
り
、
そ
の
向

か
い
に
あ
っ
た
。

正
面
入
口
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
ナ
イ
キ
、
マ
イ
ケ
ル
ズ
、

マ
ー
シ
ャ
ズ
な
ど
米
国
の
郊
外

モ
ー
ル
で
よ
く
見
る
ロ
ゴ
に
、

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
ユ
ニ
ク
ロ
の
文

字
が
混
じ
っ
て
並
ん
で
い
る
。

軽
食
店
を
含
め
30
店
が
入
っ
て

い
る
と
い
う
。
買
い
物
客
は
圧

倒
的
に
中
国
系
で
、
通
路
に
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
椅
子
（
有
料
）
が

並
び
、
１
階
に
は
大
型
ス
ー
パ

ー
「
ス
カ
イ
フ
ー
ズ
」
が
入
っ

て
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市

の
デ
パ
ー
ト
に
迷
い
こ
ん
だ
よ

う
な
錯
覚
に
陥
る
。

長
蛇
の
列
が
見
え
る
の
は
、

ナ
イ
キ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
・
ス

ト
ア
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
で
あ

る
ナ
イ
キ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

ス
ト
ア
（
Ｎ
Ｆ
Ｓ
）
で
も
売
れ

残
っ
た
最
終
処
分
品
を
販
売
し

て
い
る
。
古
い
ア
イ
テ
ム
だ
け

で
な
く
現
行
ア
イ
テ
ム
で
も
不

人
気
品
が
並
ぶ
こ
と
も
あ
り
、

定
価
の
８
割
引
な
ど
信
じ
ら
れ

な
い
安
価
で
手
に
入
る
と
あ
っ

て
、
入
場
制
限
す
る
ほ
ど
の
賑

わ
い
だ
。
知
人
に
よ
る
と
、
狙

っ
た
商
品
が
店
頭
に
並
べ
ら
れ

た
瞬
間
に
客
が
殺
到
す
る
と
い

う
。
両
手
に
持
て
な
い
ほ
ど
買

い
物
し
た
人
を
数
多
く
み
か
け

た
。
コ
ン
バ
ー
ス
・
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
・
ス
ト
ア
も
あ
っ
た
が
、

こ
ち
ら
は
空
い
て
い
た
。

さ
て
、
目
的
の
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｏ
」
に
向
か
う
。
他
店
舗
に
比

べ
て
混
ん
で
い
る
。
品
物
の
並

べ
方
や
品
揃
い
が
故
郷
に
あ
る

同
店
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
心
無
し

か
ほ
っ
と
す
る
。
購
入
し
た
筆

ペ
ン
は
「
慶
弔
両
用
」
と
あ
り
、

片
方
は
薄
墨
。
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
首
を
傾
げ
る
と
こ
ろ
だ
が

２
色
ペ
ン
と
し
て
売
れ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
「
何
に
使
う
の

か
な
」
と
い
う
表
情
で
物
色
し

て
い
る
買
い
物
客
の
姿
が
微
笑

ま
し
か
っ
た
。
開
店
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

（
日
曜
は
８
時
ま
で
）
。
値
段
は

日
本
で
の
値
段
の
２
倍
弱
だ

が
、
日
本
が
恋
し
く
な
っ
た
ら

ま
た
時
間
を
か
け
て
も
行
っ
て

し
ま
い
そ
う
。
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ミ
ツ

ワ
内
に
も
近
々
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、
中
国
系

の
中
で
も
台
湾
や
香
港
か
ら
の

移
民
が
多
く
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
英
語
と
ス
ペ

イ
ン
語
と
並
ん
で
「
繁
體
中

文
」
。
駅
周
辺
に
は
、
安
く
て

お
い
し
い
中
華
も
あ
り
、
駅
の

反
対
側
に
は
韓
国
系
の
店
も
多

く
、
異
文
化
体
験
の
日
帰
り
散

歩
に
も
お
す
す
め
だ
。

（
小
）

ローカル

スクランブル

Queens & LI

ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

ユ
ニ
ク
ロ
や
ダ
イ
ソ
ー
も

移
民
の
自
活
を
支
援

ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
ら
た
な
菜
園

難
民
や
亡
命
者
、
移
民
の
居

住
区
に
緑
地
を
提
供
し
生
活
の

自
立
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
・
ガ
ー

デ
ン
ズ
」
は
こ
の
ほ
ど
、
新
た

に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン-

ク
イ
ー
ン

ズ
・
エ
ク
ス
プ
ウ
エ
ー
（
Ｂ
Ｑ

Ｅ
）
の
橋
梁
構
造
部
分
に
庭
園

を
造
る
計
画
を
発
表
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
国
際
救
済

委
員
会
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
と
米
運
輸

省
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
、
造
園
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
パ
ー
ク
ス
・
グ

リ
ー
ン
サ
ム
が
２
０
１
２
年
、

移
民
た
ち
が
自
分
た
ち
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
き
生
産
物
を

育
て
手
頃
に
健
康
的
な
食
事
が

摂
れ
る
よ
う
に
と
発
足
し
た
。

第
１
弾
目
の
庭
園
は
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
の
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
コ
ー

ス
と
１
５
３
丁
目
に
「
ニ
ュ

ー
・
ル
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
農
園
」
と
し
て
開
設
し
た
。

新
計
画
の
工
事
は
す
で
に
、

ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
32
番
街
と
34

番
街
の
間
を
通
る
69
丁
目
で
始

ま
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
支
援

で
、
移
民
た
ち
が
緑
化
や
耕
作

で
き
る
よ
う
に
苗
床
や
、
地
元

産
の
植
物
を
育
て
る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
ま
た
地
元

の
住
民
や
生
徒
た
ち
と
の
交
流

目
的
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

活
動
の
参
加
も
促
す
と
い
う
。

受
精
卵
取
り
違
え

他
人
の
子
供
出
産

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
不
妊
治
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
受
精
セ

ン
タ
ー
」
で
体
外
受
精
を
受
け

た
ク
イ
ー
ン
ズ
の
女
性
が
、
無

関
係
の
２
組
の
夫
婦
の
受
精
卵

に
よ
っ
て
今
年
３
月
30
日
に
双

子
の
男
児
を
出
産
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
夫
婦
は
今
月
、

同
受
精
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
共
同

経
営
者
の
男
性
２
人
を
相
手
取

っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
訴
訟

を
起
こ
し
た
。

訴
訟
を
起
こ
し
た
ク
イ
ー
ン

ズ
在
住
の
夫
婦
は
ア
ジ
ア
系

で
、
新
生
児
が
ア
ジ
ア
系
に
見

え
な
か
っ
た
た
め
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

を
行
っ
た
結
果
、
繋
が
り
の
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
。

11
日
付
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
タ
イ

ム
ス
紙
は
、
双
子
の
う
ち
の
１

人
の
親
と
判
明
さ
れ
た
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
在
住
の
マ
ヌ
キ
ャ

ン
夫
妻
も
、
同
受
精
セ
ン
タ
ー

を
相
手
取
っ
て
同
州
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
郡
上
級
裁
判
所
に
訴
え
を

出
し
た
と
報
じ
た
。
受
精
卵
双

子
の
う
ち
の
も
う
１
人
の
両
親

も
同
州
南
部
在
住
と
見
ら
れ
る

が
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

ク
イ
ー
ン
ズ
在
住
の
夫
婦

は
、
治
療
中
の
医
師
た
ち
が
男

児
の
胚
は
使
っ
て
い
な
い
と
話

し
て
い
た
の
に
妊
娠
中
の
ス
キ

ャ
ン
検
診
で
胎
児
は
男
の
子
だ

と
言
わ
れ
、
そ
の
後
、
医
師
ら

が
初
期
の
検
診
結
果
は
不
正
確

だ
と
言
う
な
ど
不
審
な
点
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
妊
娠
を
続

行
し
た
と
い
う
。
不
妊
治
療
に

10
万
ド
ル
以
上
を
費
や
し
た
と

話
し
て
い
る
。

マ
ヌ
キ
ャ
ン
夫
妻
は
、
体
外

受
精
し
た
は
ず
な
の
に
不
妊
に

終
わ
っ
た
と
い
う
。
同
受
精
セ

ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
と
関
連
費

用
に
12
万
ド
ル
以
上
を
払
っ
た

と
話
し
て
い
る
。
同
受
精
セ
ン

タ
ー
は
、
訴
え
に
対
し
て
何
も

コ
メ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

今
回
使
用
さ
れ
た
Ａ
Ｒ
Ｔ

（A
ssisted

reprodu
ctive

technology

）
と
い
う
技
術

は
体
外
受
精
（
Ｉ
Ｖ
Ｆ
）
の
一

種
で
、
こ
こ
数
年
米
国
で
多
く

使
用
さ
れ
始
め
、
２
０
１
７
年

に
は
全
米
４
４
８
の
診
療
所
で

治
療
を
受
け
た
７
万
８
０
０
０

人
以
上
が
誕
生
、
全
体
の
約

１
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

10
日
付
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト

紙
は
診
療
所
の
「
取
り
違
え
」

が
親
に
と
っ
て
生
涯
の
心
の
傷

と
な
る
と
報
じ
て
い
る
。

ク
イ
ー
ン
ズ

在
住
女
性

The Shop Skyview Center

4024 College Point Blvd.

Flushing, NY 11354

Tel:718-460-2000
www.shopskyviewcenter.com

http://www.jwsnj.org/
http://ariyoshiny.com
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編
集
者
で
あ
る
「
私
」
は

世
界
的
著
者
ア
レ
ン
・
コ
ン

ウ
ェ
ー
の
最
新
作
に
し
て
、

名
探
偵
ア
テ
ィ
カ
ス
・
ピ
ュ

ン
ト
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
刊
を

読
み
始
め
た
。
こ
れ
を
読
み

終
わ
っ
た
あ
と
、
「
私
」
の
人

生
を
左
右
す
る
大
事
件
が
起

き
る
と
は
知
ら
ず
に
…
。

２
０
１
９
年
版
「
こ
の
ミ

ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
「
ミ

ス
テ
リ
が
読
み
た
い
！
」
「
本

格
ミ
ス
テ
リ
・
ベ
ス
ト
10
」

で
全
て
１
位
を
獲
得
し
た
ア

ン
ト
ニ
ー
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ

の
作
品
「
カ
サ
サ
ギ
殺
人
事

件
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
始

ま
る
。
今
作
は
編
集
者
で
あ

る
「
私
」
が
主
人
公
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
冒
頭
の
数

ペ
ー
ジ
を
過
ぎ
る
と
架
空
の

著
者
が
描
く
作
品
が
２
０
０

ペ
ー
ジ
に
及
ん
で
語
ら
れ
る
。

こ
の
架
空
の
著
書
こ
そ

『
カ
サ
サ
ギ
殺
人
事
件
』
で
あ

り
、
そ
の
内
容
は
20
世
紀
後

半
の
イ
ギ
リ
ス
を
舞
台
に
し

た
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
で
、
一

見
書
き
古
さ
れ
た
よ
う
な
館

物
の
殺
人
事
件
は
ミ
ス
テ
リ

ー
小
説
を
愛
読
す
る
者
に
と

っ
て
退
屈
に
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
ア
ガ

サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
を
彷
彿

さ
せ
る
よ
う
な
文
章
で
描
か

れ
る
多
種
多
様
な
被
疑
者
や

緻
密
に
描
か
れ
た
謎
の
散
乱
、

そ
れ
に
ナ
チ
ス
捕
虜
経
験
を

生
き
抜
い
た
老
紳
士
の
探
偵

が
織
り
成
す
世
界
観
は
読
む

者
を
ど
ん
ど
ん
引
き
込
む
魅

力
を
は
ら
み
、
ペ
ー
ジ
を
繰

る
手
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。

そ
う
し
て
あ
と
最
終
章
の
謎

解
き
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
た
ど
り
着
き
、
と
う
と
う

犯
人
が
わ
か
る
と
こ
ろ
で
ペ

ー
ジ
を
繰
る
そ
の
瞬
間
、
今

作
の
ツ
イ
ス
ト
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
そ
こ
に
は
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
の
最
も
重
大
な
解

決
編
が
抜
け
て
お
り
、
そ
こ

で
初
め
て
本
編
が
始
動
す
る
。

今
作
を
読
む
も
の
は
こ
こ

で
一
度
必
ず
動
揺
し
、
前
の

ペ
ー
ジ
で
読
み
落
と
し
た
と

こ
ろ
が
な
い
か
ど
う
か
調
べ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
、
本

編
の
主
人
公
で
架
空
の
小
説

の
編
集
者
ス
ー
ザ
ン
・
ラ
イ

ラ
ン
ド
も
同
じ
動
揺
を
見
せ

る
。
彼
女
は
生
粋
の
読
書
家

で
あ
り
、
特
に
『
カ
サ
サ
ギ

殺
人
事
件
』
の
よ
う
な
フ
ー

ダ
ニ
ッ
ト
系
の
ミ
ス
テ
リ
ー

小
説
に
目
が
な
く
、
こ
の
よ

う
に
解
決
編
が
提
示
さ
れ
て

い
な
い
と
落
ち
着
け
な
い
節

を
見
せ
る
。
そ
ん
な
彼
女
が

苛
立
ち
、
自
力
で
作
品
内
の

謎
を
解
こ
う
と
す
る
な
ど
、

共
感
で
き
る
行
動
が
読
者
の

気
持
ち
を
代
弁
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
、
途
中
参
加
し

た
よ
う
な
登
場
人
物
で
も
き

ち
ん
と
主
役
と
し
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
だ
が
、
ラ
イ

ラ
ン
ド
や
我
々
読
者
が
望
む

物
が
そ
う
簡
単
に
手
に
入
る

わ
け
も
な
く
、
こ
の
す
ぐ
あ

と
著
者
ア
レ
ン
・
コ
ン
ウ
ェ

ー
が
不
審
死
を
遂
げ
た
と
知

ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
ラ
イ

ラ
ン
ド
は
予
期
せ
ぬ
作
家
の

死
を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
、

原
稿
の
最
終
章
の
行
方
が
わ

ら
ぬ
ま
ま
、
物
語
の
内
で
終

わ
ら
ぬ
、
現
実
の
殺
人
事
件

へ
と
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

館
物
の
殺
人
事
件
に
始
ま

り
、
未
完
の
原
稿
を
残
し
た

ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
作
者
な

ど
、
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
に
あ

り
き
た
り
な
展
開
が
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
あ
る
。
物
語
の
中

に
物
語
を
組
み
込
む
話
法
自

体
、
決
し
て
新
し
い
ス
タ
イ

ル
だ
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
作
品
を
読
み
終
わ

り
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
の

は
真
犯
人
の
動
機
に
あ
っ
た
。

今
作
を
読
も
う
と
思
っ
て
い

る
者
の
好
奇
心
を
踏
み
に
じ

っ
て
し
ま
う
怖
れ
が
あ
る
の

で
言
え
な
い
が
、
こ
の
本
を

読
み
終
わ
っ
た
あ
と
、
ぜ
ひ

こ
の
問
い
に
答
え
て
ほ
し
い
。

作
品
と
は
作
者
の
も
の
で

あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
大
衆
の
も
の
で
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
　
（
多
賀
圭
之
助
）

■陸王（池井戸 潤、集英社文庫）こはぜ屋は百年の歴史を
有する老舗足袋業者。だが業績は悪化をたどっている。銀
行からの融資も難しい。そんなある日、社長宮沢は足袋業
者のノウハウを生かしたランニングシューズの開発計画を
思いつく。しかしその前にはさまざまな障壁が立ちはだか
る。こはぜ屋は難局を乗り切ることができるのか。■名画
という迷宮（木村 泰司、PHP新書）カラヴァッジョ、ルー
ベンス、ベラスケス、プッサン、レンブラント、フェルメ
ールの生涯。6人の画家がどのような人生を送ったかを知
ることで、彼らが遺した作品をより深く感じられる。17世
紀を通してバロック期に活躍した巨匠たちのドラマチック
な人生と美術史に残る大作を紹介する。■定年破産絶対回
避マニュアル（加谷 珪、講談社+α新書）人生100年時代
を乗り切る最良の方法は、「一定の経済力を確保すること」
と「制度をよく知ること」。定年破産しないために50代で
考える資産形成・マイホーム・保険・年金・介護・仕事。
制度を正しく知り、一連の取り組みを確実にこなしていけ
ば、長寿社会を恐れる必要はまったくない。■ゆりかごに
聞く（まさき としか、幻冬舎）新聞社で働く柳宝子は、虐
待を理由に娘を元夫に奪われていた。21年前に死んだはず
の父親が変死体で発見され、宝子は父の秘密を追うことに
なり、やがてそれは家族の知られざる過去につながる。ゆ
りかごを前に自問自答する親たちの不安を描くミステリ。■ドゥ・ゴール

（佐藤 賢一、角川選書）2度の失脚、2度の救国。1940年のパリ陥落の際、
ロンドンに逃れ自由フランス政府を設立。フランス降伏という最悪の事態
から自国を再生させ、戦後はアメリカの保護を拒否。強いフランスの威信
を内外に訴えた大政治家の足跡。ドゥ・ゴールの見識と手腕とは。直木賞
作家が描く歴史人物評伝。■禁じられたメス（久間十義、新潮文庫）術後
の昂揚した気分が引き起こしたまちがいは、女医・柿沼東子を奈落へ突き
落とした。幼い娘の親権を奪われて失意の東子。天才外科医のもとで粛々
と研鑽を積む東子の前に斯界の権威が立ちふさがる。移植の倫理問題と東
日本大震災を背景に、運命に翻弄される女医を描く。（山本真由実）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た
熱
き
企
業
小
説
。
バ
ロ
ッ
ク
美
術
の
集
中
講
義
。
人
生
１
０
０
年

時
代
に
も
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
す
べ
て
の
罪
は
ゆ
り
か
ご
だ
け
が
知
っ
て
い
る
。
強

い
フ
ラ
ン
ス
の
威
信
を
訴
え
た
男
の
足
跡
。
孤
独
な
女
医
が
再
起
す
る
医
療
長
編
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

ミステリー番付全制覇

『ぽんぽんポコポコ』

作：長谷川義史

金の星社　2007年

「
擬
音
語
用
法
パ
チ
パ
チ
絵
本
」

赤
ち
ゃ
ん
用
絵
本
の
基
本
は

「
絵
が
シ
ン
プ
ル
」「
言
葉
少
な

く
」「
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て
」「
遊

べ
る
」
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
な
か
の
「
言
葉
少
な

く
」
「
リ
ズ
ム
が

あ
っ
て
」
を
突
き

詰
め
て
考
え
る
と

擬
音
語
に
な
る
ん

で
す
ね
。
「
ブ
ー

ブ
ー
」
と
か
「
ト

ン

ト

ン

」

と

か

「
ビ
リ
ビ
リ
」
と

か
。
そ
う
い
う
擬
音
語
は
日
本

語
に
と
っ
て
の
財
産
だ
と
思
い

ま
す
。
子
供
た
ち
に
も
す
ご
く

馴
染
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
。

本
書
も
ま
さ
に
擬
音
語
を
う

ま
く
使
っ
た
絵
本
で
す
。
タ
イ

ト
ル
の
「
ぽ
ん
ぽ
ん
」
と
「
ポ

コ
ポ
コ
」
を
選
ん
だ
時
点
で
も

う
勝
負
は
つ
い
て
る
ん
で
す

ね
。
両
方
と
も
赤
ち

ゃ
ん
が
好
き
そ
う
な

音
で
す
も
の
。
タ
ヌ

キ
や
ゴ
リ
ラ
な
ど
、

「
ぽ
ん
ぽ
ん
ポ
コ
ポ

コ
」
向
き
の
動
物
た

ち
が
次
々
に
出
て
き

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

大
喜
び
す
る
姿
が
目
に
浮
か
び

ま
す
よ
ね
。
　

（
竹
永
浩
之
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

創元推理文庫・刊

アンソニー・ホロヴィッツ・著

https://usa.kinokuniya.com/


菊
池
あ
を
み
さ
ん
は
、
今
年

の
春
、
美
術
学
校
プ
ラ
ッ
ト
イ

ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
大
学
院

を
修
了
し
た
。
２
年
前
、
大
学

か
ら
全
額
返
済
不
要
の
奨
学
金

三
万
ド
ル
を
受
け
て
入
学
。
日

本
人
の
若
者
の
留
学
離
れ
が
加

速
す
る
な
か
、
ま
っ
た
く
海
外

留
学
経
験
の
な
い
56
歳
の
女
性

が
子
育
て
後
に
挑
戦
し
た
ア
ー

ト
留
学
だ
っ
た
。
プ
ラ
ッ
ト
の

大
学
院
は
お
ろ
か
４
年
制
の
課

程
に
も
日
本
人
を
見
か
け
る
こ

と
は
ほ
ぼ
無
か
っ
た
。
若
い
人

に
も
子
育
て
を
終
え
た
人
に

も
、
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
ち

続
け
て
ほ
し
い
と
彼
女
は
語

る
。三

重
県
伊
賀
市
出
身
。
県
内

有
数
の
県
立
上
野
高
校
普
通
科

に
進
学
し
た
が
、
経
済
的
理
由

か
ら
、
学
費
全
学
免
除
の
国
立

看
護
助
産
学
校
に
進
学
。
あ
る

日
病
院
の
中
庭
で
、
病
室
か
ら

飛
ば
さ
れ
た
紙
飛
行
機
を
拾

い
、
中
に
書
か
れ
た
子
供
の
絶

望
を
吐
露
す
る
内
容
に
、
医
療

で
は
命
を
永
ら
え
る
こ
と
は
で

き
て
も
、
人
間
に
は
胸
を
と
き

め
か
す
喜
び
や
発
見
、
美
し
い

も
の
を
愛
で
る
感
情
が
あ
り
、

生
き
る
希
望
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
思
っ
た
。

看
護
の
世
界
を
後
に
し
て
、

も
の
つ
く
り
を
自
分
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
に
し
よ
う
と
決
め
、
21

歳
で
東
京
の
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
に
入
学
。
１
年
後
、

当
時
全
盛
で
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ナ

ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
の
ビ
ギ
グ
ル
ー

プ
傘
下
の
キ
ャ
ト
ル
セ
ゾ
ン
に

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
入
社
。
バ

ン
タ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
り

理
事
長
だ
っ
た
菊
池
織
部
氏
と

結
婚
し
、
３
人
の
子
に
恵
ま
れ

た
が
２
０
１
０
年
に
死
別
、
子

供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
大
学
を
卒

業
し
て
自
立
し
た
の
を
機
に
渡

米
し
て
プ
ラ
ッ
ト
に
入
学
し

た
。
大
学
院
に
通
い
な
が
ら
も

植
物
素
材
の
染
色
作
家
と
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館

広
報
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

の
展
示
ほ
か
海
外
の
国
際
展
や

京
都
知
恩
院
で
の
個
展
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
で
の
教
授
の
「
ア

ー
ト
に
は
美
も
技
術
も
い
ら
な

い
」
と
い
う
考
え
方
に
大
き
な

衝
撃
を
受
け
た
。
そ
れ
は
彼
女

に
と
っ
て
は
日
本
の
ア
ー
ト
の

全
否
定
に
も
聞
こ
え
た
。
な
ぜ

な
ら
「
日
本
語
で
ア
ー
ト
は

『
美
術
』
、
『
芸
術
』
と
訳
さ
れ
、

ア
ー
ト
と
は
『
美
と
術
』
、
『
芸

と
術
』
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
」
と
。
両
極
端
な

ア
ー
ト
に
対
す
る
考
え
方
を
自

分
の
中
に
受
け
入
れ
て
み
た
時

に
、
本
当
の
ア
ー
ト
と
は
何
か

を
今
再
び
問
い
直
し
て
い
る
。

日
本
の
友
禅
染
め
な
ど
の
染

色
技
術
な
ど
で
培
っ
て
き
た
技

法
と
い
う
も
の
に
今
一
度
自
身

の
中
で
光
を
当
て
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
（
三
浦
良
一
記
者
、

写
真
は
本
人
提
供
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

アーティスト

菊池あをみさん

（15）　［NY生活ウーマン］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）7月20日（土）

１
９
２
０
年
代
、
左
右
対
称

の
機
能
的
な
美
を
追
求
し
た
ア

ー
ル
・
デ
コ
は
、
パ
リ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
で

同
時
発
生
的
に
流
行
し
た
。
そ

れ
に
マ
ッ
チ
す
る
、
サ
イ
ズ
と

色
合
い
が
揃
う
ア
コ
ヤ
（
真
円

養
殖
真
珠
）
は
時
代
の
申
し
子

と
な
る
。
特
に
ア
コ
ヤ
の
ロ
ー

プ
は
空
前
絶
後
の
人
気
を
誇
り

生
産
も
急
増
し
た
。
１
９
２
９

年
、
米
国
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
の
株
が
暴
落
し
、
大
恐
慌
が

始
ま
る
や
否
や
天
然
真
珠
も
影

響
を
受
け
て
欧
州
で
も
取
引
が

で
き
な
い
最
中
、
天
然
、
養
殖
、

模
造
に
限
ら
ず
「
真
珠
」
は
モ

ー
ド
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に

あ
っ
た
。
シ
ャ
ネ
ル
は
そ
れ
ま

で
の
「
ド
レ
ス
に
は
コ
ル
セ
ッ

ト
」
の
概
念
を
打
ち
崩
し
、
体

を
締
め
付
け
な
い
、
ス
ト
ン
と

し
た
膝
丈
の
黒
い
ド
レ
ス
「
リ

ト
ル
・
ブ
ラ
ッ
ク
・
ド
レ
ス
」

に
真
珠
を
合
わ
せ
た
。
こ
の
テ

ー
ゼ
に
多
く
の
女
性
が
共
鳴

し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
欠
か
せ
な

い
ス
タ
イ
ル
と
な
る
。
さ
ら
に

真
珠
人
気
に
拍
車
を
か
け
た
の

が
パ
リ
モ
ー
ド
界
だ
。
戦
後
、

デ
ィ
オ
ー
ル
は
優
雅
で
女
ら
し

い
ス
タ
イ
ル
の
ド
レ
ス
（
ウ
エ

ス
ト
を
し
ぼ
り
、
ス
カ
ー
ト
を

膨
ら
ま
せ
る
）
に
真
珠
を
合
わ

せ
た
。
そ
し
て
中
産
階
級
が
台

頭
す
る
大
量
消
費
社
会
の
ア
メ

リ
カ
に
進
出
し
て
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
の
ヒ
ロ
イ
ン
ら
の
定
番

ス
タ
イ
ル
と
な
る
。
Ｇ
・
ケ
リ

ー
は
そ
の
後
モ
ナ
コ
公
妃
に
な

る
が
、
い
つ
も
真
珠
の
ネ
ッ
ク

レ
ス
が
胸
元
で
優
麗
な
輝
き
を

放
っ
て
い
た
。
Ｍ
・
モ
ン
ロ
ー

は
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
来
日
し
た

際
、
Ｎ
Ｙ
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
の

Ｊ
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
か
ら
贈
ら
れ

た
ミ
キ
モ
ト
の
真
珠
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
付
け
て
人
前
に
現
れ
た
こ

と
は
有
名
だ
。
ま
た
、
映
画

「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」

の
冒
頭
で
、
早
朝
ジ
バ
ン
シ
イ

の
黒
い
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
を
装
っ

た
Ｏ
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
タ
ク

シ
ー
か
ら
降
り
、
少
し
千
鳥
足

で
Ｎ
Ｙ
五
番
街
の
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
向

か
う
。
そ
の
背
中
は
大
き
く
開

き
豪
華
な
何
連
も
の
真
珠
が
重

な
り
、
紙
袋
か
ら
パ
ン
を
取
り

だ
し
ほ
お
ば
る
彼
女
の
姿
は
魅

力
的
だ
。

ア
コ
ヤ
は
、
天
然
真
珠
の
価

値
を
暴
落
さ
せ
た
こ
と
で
排
斥

運
動
が
続
い
た
が
、
敗
戦
後
状

況
は
一
変
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ

る
日
本
統
治
が
開
始
さ
れ
る

と
、
来
日
す
る
進
駐
軍
将
兵
た

ち
は
愛
す
る
人
に
真
珠
を
贈
る

た
め
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
ミ
キ
モ

ト
真
珠
店
に
列
を
な
し
た
。
ま

た
英
盧
湾
に
あ
る
ミ
キ
モ
ト
真

珠
養
殖
場
は
メ
ッ
カ
と
な
り
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
、
米
軍
高

官
や
そ
の
家
族
が
真
珠
王
（
御

木
本
幸
吉
）
に
会
い
に
訪
れ
た
。

１
９
５
４
年
他
界
す
る
（
享
年

96
歳
）
も
ミ
キ
モ
ト
参
り
は
絶

え
ず
、
世
界
に
冠
た
る
英
国
女

王
ま
で
引
き
寄
せ
る
ほ
ど
「
ミ

キ
モ
ト
の
ア
コ
ヤ
真
珠
」
は
威

光
を
放
ち
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

津

延

美

衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美

時

間

代

表

。

ブ

ロ

グ：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

ミ
キ
モ
ト
と
ア
コ
ヤ(

養
殖
真
珠)

下

18

自
己
の
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
を
見
つ
め
て

写真：ミキモト

https://www.facebook.com/yukarispayoga/
https://mijikan.blogspot.com/
https://gutforlife.us/
http://www.idocenter.com
https://crystalflower.jp


2019年（令和元年）7月20日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［教　育］　(16­­)

STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

終
業
式
後
は
夏
祭
り

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
は
10

日
、
終
業
式
を
行
っ
た
。

臼
井
校
長
は
１
学
期
の
生
活

の
な
か
で
子
供
た
ち
が
頑
張
っ

て
き
た
様
子
に
触
れ
な
が
ら
、

「
克
己
心
」
を
忘
れ
ず
今
後
の

生
活
の
中
に
結
び
つ
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
、
ま
た
、
夏
休
み
の

生
活
に
つ
い
て
も
一
日
を
大
切

に
目
標
を
も
っ
て
有
意
義
に
生

活
し
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。

各
学
年
代
表
９
人
は
、
「
１

学
期
頑
張
っ
た
こ
と
」
を
発
表

し
た
。
目
標
を
も
っ
て
努
力
し

て
自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
学
校
や
先
生
、
友
達

か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
人
の
良
い

と
こ
ろ
や
交
わ
り
の
中
で
学
ん

だ
こ
と
、
行
事
で
の
自
分
の
思

い
と
共
に
ど
の
よ
う
に
成
長
で

き
た
か
な
ど
を
具
体
的
に
述
べ

た
。
午
後
か
ら
は
保
護
者
会
主

催
の
「
夏
祭
り
」
で
大
い
に
楽

し
ん
だ
。

「
宇
宙
で
の
仕
事
と
生
活
」
を
語
る

星
出
さ
ん
日
本
ク
ラ
ブ
で
子
供
向
け
講
演
会

宇
宙
飛
行
士
の
星
出
彰
彦
氏

を
迎
え
た
子
供
向
け
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
「
宇
宙
で
の
仕
事
と
生

活
」
が
26
日
（
金
）
午
後
３
時

か
ら
、
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁

目
１
４
５
番
地
２
階
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム
）
で
開
催
さ
れ
る
。
（
日

本
ク
ラ
ブ
と
米
国
時
事
通
信
社

と
の
共
催
）

星
出
氏
は
１
９
６
８
年
東
京

生
ま
れ
。
２
０
０
８
年
に
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
号
」
１
Ｊ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
「
き
ぼ
う
」
日
本
実

験
棟
船
内
実
験
室
の
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ

の
取
り
付
け
を
行
う
。
12
年
に

は
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ
ラ
イ

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ

に
１
２
４
日
間
滞
在
。
ま
た
、

来
年
５
月
頃
か
ら
日
本
人
２
人

目
と
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
船
長
と
し
て

長
期
滞
在
の
指
揮
を
と
る
。
同

イ
ベ
ン
ト
で
は
12
年
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
映
像
を
中
心
に
、
宇
宙
飛

行
士
の
訓
練
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
の
任

務
や
生
活
に
つ
い
て
講
演
す
る

ほ
か
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
る
。
定
員
80
人
。

入
場
料
は
一
般
10
ド
ル
、
日

本
ク
ラ
ブ
／
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会

議
所
会
員
は
無
料
、
子
供
無
料

（
講
演
内
容
は
小
学
生
以
上
対

象
、
12
歳
以
下
の
子
供
は
必
ず

保
護
者
同
伴
）
。
申
し
込
み
は

19
日
（
金
）
ま
で
に

Ｅ
メ
ー

ルinfo@
nipponclub.org

ま

で
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
語

学
教
室
部
門
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
）
は
、
夏
休
み
に
小
・

中
学
生
を
対
象
に
全
４
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
英
語
サ
マ
ー
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

６
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
第
１

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
世
界
１
周

旅
行
」
を
テ
ー
マ
に
毎
日
の
学

習

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

「T
rav
el
arou

n
d
th
e

w
orld

」

や

「

H
ello

around
the

w
orld

」
を
テ

ー
マ
曲
に
し
て
、
各
国
の
動
物

や
挨
拶
を
学
び
、
代
表
的
な
建

築
物
の
壁
画
を
作
り
、
教
室
の

壁
を
に
ぎ
や
か
に
彩
っ
た
。
英

語
を
使
っ
た
異
文
化
交
流
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
世
界
中
の
名
所

を
学
習
す
る
な
か
で
、
日
本
か

ら
出
発
し
、
日
本
近
郊
の
ア
ジ

ア
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
訪

れ
た
。
７
月
半
ば
か
ら
の
２
週

間
キ
ャ
ン
プ
の
第
２
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
色
」
を
テ
ー
マ
に
、
午

前
中
は
英
語
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

な
ど
の
ほ
か
、
英
語
に
よ
る
理

科
の
実
験
や
ア
ー
ト
な
ど
、
午

後
は
英
語
で
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
丸
一
日
英
語
漬
け

で
過
ご
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
は
米
国
人
教
師
と
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
師
な
の
で
、
英
語
の
理

解
力
を
確
か
め
な
が
ら
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
も
保

護
者
も
安
心
で
好
評
な
デ
イ
キ

ャ
ン
プ
。
２
年
連
続
あ
る
い
は

複
数
セ
ッ
シ
ョ
ン
連
続
で
受
講

す
る
子
供
た
ち
も
多
く
、
日
本

か
ら
来
て
間
も
な
い
子
供
た
ち

の
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
力
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
力
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。

29
日
（
月
）
か
ら
の
第
３
セ

ッ
シ
ョ
ン
（
ハ
ー
フ
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
・
２
週
間
）
と
、
８
月
12

日
（
月
）
か
ら
の
第
４
セ
ッ
シ

ョ
ン
（
１
〜
３
週
間
）
は
今
か

ら
で
も
若
干
名
受
講
可
能
。
目

的
に
応
じ
た
英
語
・
日
本
語
の

サ
マ
ー
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス

ン
も
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
７
０
７
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

ringo.nyikuei@
gm
ail.co

m

ま
で
。

り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
受
け
付
け
中 （写真・JAXA /NASA 提供）

終
業
式
の
あ
と
は
、

恒
例
の
夏
祭
り
。
児
童

た
ち
も
浴
衣
姿
で
気
分

は
夏
休
み
に
突
入

時
事
通
信
社
と
の
共
催

に
よ
る
日
本
ク
ラ
ブ
の
子

供
向
け
講
演
会
で
ス
ピ
ー

チ
す
る
星
出
さ
ん

26日

http://starchildny.com
http://ze-edu.com
http://asunarokokusai.blogspot.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
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Ｎ
Ｊ
補
習
校

球
技
大
会

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
久
我
正
次
郎
校
長
）
は
、

６
月
29
日
に
初
等
部
５
・
６
年

生
に
よ
る
球
技
大
会
を
行
っ

た
。
こ
の
大
会
は
児
童
会
役
員

会
が
企
画
し
、
中
心
と
な
っ
て

大
会
を
運
営
し
た
。
競
技
は
サ

ッ
カ
ー
と
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
の
２

種
目
。
５
・
６
年
生
が
入
り
交

じ
っ
た
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
優
勝
を
目
指
し
て
互
い
に

頑
張
っ
た
。
２
種
目
と
も
、
子

供
た
ち
全
員
が
ボ
ー
ル
に
触
っ

た
り
、
得
点
に
絡
ん
だ
り
で
き

る
よ
う
に
補
習
校
独
自
の
ル
ー

ル
を
つ
く
る
な
ど
の
工
夫
が
見

ら
れ
、
体
育
館
で
は
子
供
た
ち

の
歓
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。

２
週
間
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

育
英
学
園
の
中
学
生

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
島
田

さ
ゆ
み
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
小

中
学
生
24
人
は
６
月
29
日
か
ら

７
月
13
日
ま
で
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
に
あ
る
レ
イ
ク
グ
リ
ー

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
で
２
週
間
の

宿
泊
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
。

50
年
以
上
の
歴
史
あ
る
こ
の

キ
ャ
ン
プ
を
同
学
園
が
利
用
し

て
今
年
で
25
年
目
。
キ
ャ
ン
パ

ー
は
米
国
内
だ
け
で
な
く
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
南
米
な
ど
世
界
中

か
ら
集
ま
る
。
教
員
２
人
が
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
同
行
し
、
英
語
で
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
な
が
ら
夜
は
日
本
語

の
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
。
２
回
目

の
参
加
と
な
る
４
年
生
江
口
陽

介
さ
ん
は
、
「
今
年
は
自
分
で

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
選
べ
る

学
年
に
な
っ
た
。
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
や
サ
ッ
カ
ー
を
今
年
も
楽
し

み
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
話

し
た
。
初
め
て
参
加
す
る
３
年

生
の
窪
理
羽
さ
ん
は
キ
ャ
ン
プ

場
で
の
食
事
に
つ
い
て
「
野
菜

が
新
鮮
で
お
い
し
い
」
と
嬉
し

そ
う
。
広
い
敷
地
に
は
プ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
劇
場
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
、
乗

馬
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
60
ほ

ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
指
導
を
受
け
ら
れ

る
。
育
英
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
味
噌
汁
パ
ー

テ
ィ
ー
や
カ
レ
ー
作
り
、
ス
イ

カ
割
り
も
子
供
た
ち
に
大
人
気

だ
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、

子
供
た
ち
は
大
き
な
自
信
を
持

ち
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

く
。
今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
同
行
し
た
育
英
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ポ
ー
ト
ワ

シ
ン
ト
ン
校
高
等
部
２
年
生
の

小
幡
玲
未
さ
ん
は
「
子
供
た
ち

の
英
語
力
・
日
本
語
力
が
高
ま

っ
て
い
く
様
子
や
、
精
神
的
に

成
長
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
大
変
充
実
し
て
い
た
」

と
話
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
久
我
正
次
郎
校
長
）
は

６
月
29
日
、
夏
休
み
前
の
節
目

と
し
て
幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま

で
の
全
校
児
童
生
徒
に
よ
る

「
七
夕
飾
り
」
を
行
っ
た
。

当
日
は
始
業
前
に
父
母
の
会

行
事
委
員
会
が
廊
下
一
面
に
竹

笹
を
準
備
し
た
。
そ
の
後
、
登

校
し
て
き
た
子
供
た
ち
は
思
い

思
い
の
場
所
に
願
い
を
書
い
た

短
冊
を
飾
り
付
け
て
い
っ
た
。

幼
児
部
の
子
供
た
ち
は
、
授
業

中
に
作
っ
た
折
り
紙
を
飾
る
な

ど
し
て
華
を
添
え
た
。
短
冊
に

は
「
字
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

よ
う
に
」
「
計
算
が
上
手
に
で

き
ま
す
よ
う
に
」
「
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
す
よ
う
に
」
な

ど
の
願
い
事
が
書
か
れ
て
い

た
。
笹
竹
の
前
で
「
ぼ
く
は
○

○
と
願
い
を
書
い
た
け
ど
、
き

み
は
何
を
か
い
た
の
？
」
と
い

っ
た
会
話
も
弾
む
な
ど
、
子
ど

も
達
は
日
本
の
伝
統
文
化
の
一

端
に
触
れ
る
行
事
を
楽
し
ん
で

い
た
。 七夕祭り

NJ補習授業校

日本文化を楽しむ

書
の
散
歩
道

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
書
道
作
品
を
広
く
募

集
し
ま
す
。
●
応
募
方
法
＝
作
品
原
物
（
返
却
不
可
）
、
ま
た

は
コ
ピ
ー
を
下
記
宛
に
郵
送
す
る
か
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た

画
像
ま
た
は
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
下
記
宛
に
E

メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
（
英
文
表
記
も
）
。
●
応

募
作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表
。
年
内
の

掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
１
点
を
選
び
、
賞
品
と
し
て
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
協
賛
に
よ
る
米
国
国
内
航
空
券
が
、
第
二
席
及
び

第
三
席
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ
る
「
熊
野
筆
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。

■郵送先：

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

Attn: Syo no Sanpo michi

71 W. 47th St. #307 New York, NY10036

■Eメール：nyseikatsu.syuji@gmail.com
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教
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３

バ
ト
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ー
歩
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小
山
書
道
教
室
　
　
小
４

石
田
咲
菜

小
山
書
道
教
室
　
　
高
１

ハ
ナ
ガ
ン
す
か
い
ら

小
山
書
道
教
室
　
中
２

小
杉
優
奈

小
山
書
道
教
室
　
小
６

村
上
奈
々
香

広島筆産業株式会社

協
賛

http://www.masako-inkyo.com/
http://www.seido.com
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half portion

Ｑ

現
地
校
に
通
う
小
５
と
小
３

を
終
了
し
た
ば
か
り
の
息
子
二
人

が
い
ま
す
。
在
米
２
年
近
く
に
な

り
ま
す
が
、
英
語
の
会
話
は
ま
あ

ま
あ
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

の
、
ま
だ
読
み
書
き
や
学
習
で
は

周
り
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

特
に
上
の
息
子
は
９
月
か
ら
ミ
ド

ル
ス
ク
ー
ル
に
進
学
し
ま
す
が
、

未
だ
教
科
書
も
一
人
で
読
め
ず
、

宿
題
も
一
人
で
は
で
き
ず
、
大
変

心
配
し
て
い
ま
す
。
先
月
も
ら
っ

た
成
績
表
も
散
々
で
、
学
校
側
か

ら
「
休
み
中
に
も
っ
と
家
庭
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夏

休
み
の
現
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
に
３
週
間
通
い
、
サ
ッ
カ
ー

や
野
球
を
毎
日
す
る
の
で
す
が
、

英
語
は
そ
の
間
も
伸
び
る
も
の
で

し
ょ
う
か
？

ま
た
家
庭
内
で
は

ど
う
い
っ
た
内
容
の
こ
と
を
す
れ

ば
読
み
書
き
な
ど
を
強
化
で
き
ま

す
か
。
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
母
）

Ａ

ま
ず
キ
ャ
ン
プ
中
に
英
語
力

が
伸
び
る
の
か
と
い
う
ご
質
問
で

す
が
、
英
語
を
聞
く
・
話
す
と
い

う
環
境
が
続
け
ば
会
話
力
は
必
ず

伸
び
ま
す
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
中
心

の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
な
け
れ
ば
集
団
で
の
練
習
や
試

合
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
指
示
な

ど
の
英
語
を
聞
い
て
、
た
だ
ち
に

身
体
で
反
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
場
面
が
多
い
と
、
反
射
的
理
解

が
積
み
重
な
り
習
得
度
も
早
く
、

実
は
Ｅ
Ｓ
Ｌ
（E

n
glish

as
a

Second
L

anguage

）
の
手
法

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
話
力
は
こ
の
よ
う
に
常
に
英
語

が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
環
境
で
あ

れ
ば
、
自
然
と
伸
び
て
い
く
は
ず

で
す
が
、
一
方
、
読
み
書
き
は
全

く
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
然
に

覚
え
る
も
の
で
は
な
く
、
普
段
か

ら
努
力
を
重
ね
て
、
意
識
し
て
学

習
し
て
い
か
な
い
と
向
上
は
し
ま

せ
ん
。
特
に
上
の
息
子
さ
ん
は
、

も
う
９
月
か
ら
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
６
年
生
は
、

複
雑
な
文
章
形
態
や
語
彙
が
身
に

付
い
て
い
る
学
年
で
す
。
な
か
に

は
す
で
に
大
人
レ
ベ
ル
の
小
説
を

読
ん
で
い
る
子
も
多
数
い
ま
す
。

「
英
語
」
と
い
う
教
科
以
外
で
も
、

数
学
、
社
会
や
科
学
な
ど
の
主
要

教
科
は
、
す
べ
て
読
み
書
き
が
で

き
、
理
解
で
き
る
こ
と
が
前
提
で

学
習
が
成
り
立
ち
ま
す
。
こ
れ
に

追
い
つ
く
の
は
大
変
な
努
力
と
時

間
を
要
し
ま
す
が
、
せ
め
て
家
庭

内
で
は
読
み
書
き
を
中
心
と
し

て
、
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や

っ
て
み
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
具

体
的
に
は
次
の
サ
イ
ク
ル
を
毎
週

実
践
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

①
最
初
は
簡
単
で
短
い
ス
ト
ー
リ

ー
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
ま
ず
興

味
の
あ
る
１
冊
を
、
必
ず
２
回
は

繰
り
返
し
読
書
（
音
読
）
す
る
。

難
し
い
単
語
も
正
し
く
発
音
で
き

る
よ
う
に
練
習
す
る
。

②
そ
こ
で
出
て
き
た
新
し
い
単
語

（
意
味
が
曖
昧
な
単
語
も
含
め
）

を
書
き
と
め
、
意
味
と
綴
り
を
覚

え
、
完
全
に
書
け
る
よ
う
に
す
る
。

そ
れ
ら
の
単
語
を
使
っ
て
文
も
書

か
せ
る
。

③
本
の
内
容
を
問
う
質
問
を
作

り
、
そ
の
答
え
を
ノ
ー
ト
に
完
全

文com
plete

sentences

（
１

語
だ
け
の
答
え
な
ど
で
な
く
、
ち

ゃ
ん
と
主
語
、
動
詞
を
使
っ
た
文
）

で
書
か
か
せ
る
。

④
ス
ト
ー
リ
ー
を
１
ペ
ー
ジ
に
簡

潔
に
ま
と
め
て
書
か
か
せ
る
。

⑤
本
の
内
容
に
関
連
し
た
創
造
的

な
テ
ー
マ
を
与
え
、
１
ペ
ー
ジ
作

文
を
書
か
せ
る
。
例
え
ば
「
も
し

主
人
公
が
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
か
？
」
「
こ
の
主
人
公
と
似
た

よ
う
な
経
験
が
あ
れ
ば
、
詳
し
く

書
け
」
な
ど
。
本
人
が
創
造
力
に

乏
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
話
し
合

い
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し

て
い
く
。

⑥
作
文
に
見
ら
れ
る
間
違
い
か
ら

文
法
上
の
弱
点
を
強
化
す
る
。
例

え
ば
過
去
形
や
３
人
称
単
数
の

「s

」
な
ど
の
間
違
い
を
正
さ
せ
、

そ
の
後
そ
の
練
習
問
題
を
さ
せ

る
。

⑦
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
が
一
週
間

で
ひ
と
つ
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
次

の
本
に
取
り
か
か
る
。
段
々
と
選

ぶ
本
の
レ
ベ
ル
を
少
し
上
の
も
の

に
上
げ
て
い
く
。
内
容
が
ほ
と
ん

ど
わ
か
ら
な
い
も
の
は
読
む
意
欲

も
な
く
な
る
の
で
、
８
割
か
ら

８
・
５
割
ほ
ど
分
か
る
も
の
を
選

ぶ
と
良
い
。

夏
休
み
中
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
持
続
す
れ
ば
、
読
み
書
き
は
必

ず
向
上
し
て
い
く
は
ず
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
実
践
を
お
勧
め
し
ま
す
。

注
意
点
と
し
て
は
、
親
が
教
え
る

と
本
人
が
怠
慢
に
な
り
、
ま
た
親

も
す
ぐ
に
怒
っ
て
し
ま
う
な
ど
と

い
う
問
題
が
発
生
し
が
ち
で
す
。

こ
の
た
め
、
多
少
の
コ
ス
ト
は
か

か
っ
て
も
、
家
庭
教
師
を
雇
う
な

ど
し
た
ほ
う
が
、
レ
ッ
ス
ン
や
宿

題
が
着
実
に
実
行
さ
れ
て
効
果
的

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭
学
習
だ

け
で
は
足
り
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
、
ア
メ
リ

カ
で
い
う
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ

ー
な
ど
を
探
し
て
、
き
ち
ん
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
るR

eadin
g

&
 W

riting

の
コ
ー
ス
を
取
り
、

専
門
の
先
生
に
指
導
を
受
け
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

現地教育コンサルタント
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高橋純子相談員（M.S.,CCC-SLP）
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五
月
一
日
、
学
校
間
交
流
の

相
手
校
で
あ
る
現
地
の
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
を
訪
問
し
た
。
私
は
九

年
生
な
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
高

校
一
年
生
と
同
じ
学
年
に
な

る
。
今
ま
で
の
二
年
間
の
相
手

校
は
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
だ
っ
た

た
め
、
今
年
は
少
し
楽
し
み
な

気
持
ち
と
や
は
り
大
き
な
緊
張

が
あ
っ
た
。

学
校
に
着
き
、
自
分
の
パ

ー
ト
ナ
ー
が
来
る
の
を
待
つ
。

そ
の
間
も
ず
っ
と
英
語
で
し
っ

か
り
と
話
せ
る
か
、
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

か
不
安
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。

幸
い
に
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
優

し
そ
う
な
穏
や
か
な
人
で
、
正

直
ホ
ッ
と
し
た
。
“H

ello,
nice to m

eet you. 

”

と
交

わ
し
、
自
己
紹
介
を
し
て
、
授

業
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
時
点

で
は
、
ま
だ
緊
張
は
ほ
ぐ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
も

何
度
か
話
し
か
け
て
く
れ
、
パ

ー
ト
ナ
ー
以
外
の
生
徒
や
先
生

も
何
度
も
話
し
か
け
て
き
て
く

れ
た
。
ど
の
授
業
で
も
、
先
生

や
生
徒
が
笑
顔
で
歓
迎
し
て
く

れ
た
。
休
み
時
間
に
も
、
日
本

の
こ
と
を
聞
い
て
く
る
人
が
い

て
、
た
く
さ
ん
交
流
で
き
、
楽

し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
自
分
の

英
語
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
く

て
、
苦
戦
し
て
い
る
と
き
も
優

し
く
最
後
ま
で
聞
い
て
く
れ
た

り
、
冗
談
も
交
え
た
り
し
て
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
。
私
は
今
、

ア
メ
リ
カ
生
活
三
年
目
だ
が
、

「
自
由
の
国
ア
メ
リ
カ
」
で
、

ア
メ
リ
カ
人
の
優
し
さ
と
フ
レ

ン
ド
リ
ー
さ
を
改
め
て
実
感
し

た
。そ

ん
な
学
校
間
交
流
の
中

で
、
私
が
一
番
成
長
で
き
た
と

思
う
場
面
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

体
育
館
で
行
わ
れ
た
全
校
で
の

イ
ベ
ン
ト
で
の
こ
と
。
偶
然
と

な
り
に
座
っ
た
生
徒
に
、
「
日

本
人
だ
よ
ね
？
今
日
は
な
ん
で

き
た
の
？
オ
レ
、
日
本
好
き
だ

か
ら
な
ん
か
教
え
て
。
」
と
矢

継
ぎ
早
に
質
問
さ
れ
た
。
最
初

は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
あ
や
ふ

や
な
英
語
で
会
話
を
し
て
い
た

が
、
気
づ
け
ば
、
普
通
に
英
語

で
会
話
を
し
て
い
た
。
自
分
か

ら
も
色
々
な
質
問
を
し
て
、
交

流
を
深
め
て
い
っ
た
。
趣
味
が

同
じ
と
分
か
る
と
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
そ
っ
ち
の
け
で
、
二
人
で

盛
り
上
が
っ
て
話
を
し
て
い

た
。
最
終
的
に
は
、
パ
ー
ト
ナ

ー
よ
り
も
仲
良
く
な
っ
て
い

た
。
私
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
の
が
苦
手
で
、
今

ま
で
ア
メ
リ
カ
人
と
話
す
の
が

嫌
で
、
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う

に
し
て
い
た
。
ま
た
、
私
に
は

積
極
性
が
な
く
、
普
段
か
ら
そ

れ
ほ
ど
話
す
の
が
得
意
な
ほ
う

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
で
、
ア
メ

リ
カ
人
と
話
す
楽
し
さ
を
覚
え

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
社
会

で
生
き
て
い
く
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
と

さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に

そ
れ
を
高
め
て
い
き
た
い
。
私

に
、
積
極
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て

く
れ
た
こ
の
学
校
間
交
流
は
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
。

（
渡
米
２
年
３
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

平
成
時
代
を
見
送
っ
て
、
五

月
明
け
で
令
和
の
時
代
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
時
代

が
死
傷
者
の
な
い
、
環
境
が
良

く
な
る
、
他
の
国
と
の
交
流
を

深
め
る
よ
う
に
な
る
よ
う
な
時

代
を
私
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
時
代
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
が

起
き
て
い
た
こ
と
は
ご
存
じ
で

し
ょ
う
。
沢
山
の
人
が
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で

も
ア
メ
リ
カ
で
は
悪
的
な
問
題

に
対
す
る
為
の
厳
し
い
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
空
港
な
ど
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
全
国
で

広
ま
っ
た
ら
地
球
は
も
っ
と
平

和
な
場
所
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
や
阪

神
淡
路
大
震
災
な
ど
の
地
震
や

津
波
を
起
こ
し
た
震
災
も
数
多

く
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。

震
災
は
人
の
手
で
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
せ
め
て
死
傷
者
を
出

さ
な
い
た
め
の
技
術
、
例
え
ば

震
災
か
ら
人
を
守
る
た
め
の
技

術
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
ま

で
の
犠
牲
者
の
数
を
見
な
い
で

し
ょ
う
。
私
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
が

な
い
、
震
災
で
の
死
傷
者
数
が

す
く
な
い
時
代
を
望
ん
で
い
ま

す
。現

在
で
は
、
環
境
に
関
す
る

問
題
が
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
温
暖
化
、
汚
染
、
森
林
の

伐
採
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物

の
数
も
環
境
問
題
に
含
ま
れ
ま

す
。
以
上
の
全
て
の
一
因
は
人

間
で
す
。
な
の
で
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
す
る
の
は
我
々
罪
人

の
責
任
で
す
。
私
は
多
く
の
環

境
問
題
を
解
決
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
以
上
問
題
を
起
こ

さ
な
い
時
代
を
期
待
し
て
い
ま

す
。コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
見
ら
れ

る
日
本
の
様
々
な
技
術
、
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
。
家
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
車
の
電
気
に
も
使
え
る
事

と
か
、
清
水
株
式
会
社
が
建
て

て
い
る
海
に
あ
る
島
、
普
通
と

で
も
言
え
る
医
療
保
険
な
ど

色
々
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
人
々

の
人
生
を
よ
り
便
利
に
す
る
も

の
が
世
界
中
に
広
が
れ
ば
社
会

は
ど
れ
だ
け
良
く
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
は
お
金
で

動
い
て
い
る
の
で
、
家
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
車
に
も
分
け
ら
れ
る

技
術
や
よ
り
良
い
医
療
保
険
を

使
っ
て
も
、
得
が
な
い
の
で
す

が
、
せ
め
て
他
の
国
、
特
に
発

展
し
て
い
る
国
に
こ
う
い
っ
た

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
が
広
ま
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
世
界

が
日
本
の
便
利
な
技
術
を
取
り

入
れ
て
く
れ
る
新
時
代
を
願
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
平
和
、
保
存
、

そ
し
て
世
界
と
の
共
有
と
い
う

願
い
を
叶
わ
せ
る
に
は
、
や
は

り
地
球
の
人
類
の
力
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
ん

な
が
同
じ
思
想
で
い
れ
ば
、
き

っ
と
出
来
ま
す
。
そ
ん
な
令
和

時
代
を
強
く
期
待
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　

（
滞
米
13
年
）

「
『
自
由
の
国
』
で
学
ん
だ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

矢
野
　
真
響

「
私
が
令
和
に
期
待
す
る
こ
と
」

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

木
下
　
恵
美
莉

「私の家族」
中部テネシー日本語補習校小３

藤原　里咲

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より郵送を中止させて頂き

ます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載

された方は学校に郵送された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方

は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn : Sakubun
71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

私
の
家
族
は
み
ん
な
や
さ
し

く
て
、
私
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
く
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
き
び
し
く
お
こ

り
ま
す
。
そ
れ
は
私
が
り
っ
ぱ

な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
怖
い
け
ど
、

お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
夜

ね
る
前
に
、
私
は
い
つ
も
お
父

さ
ん
に
、
「
大
好
き
だ
よ
！
」

と
言
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
会

社
に
行
く
前
は
ハ
グ
を
し
て
、

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
と

言
い
ま
す
。

私
は
こ
ん
な
風
に
、
大
好
き

な
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
滞
米
３
年
）

（学年は応募時）

■児童生徒作文のページ■

「二年生の思い出」
ニューヨーク育英学園サタデースクールNJ校小２

大しま　心晴

わ
た
し
が
二
年
生
に
な
っ

て
、
べ
ん
き
ょ
う
い
外
で
が
ん

ば
っ
た
こ
と
は
、
ダ
ン
ス
で
す
。

二
学
き
の
さ
い
後
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
は

っ
ぴ
ょ
う
会
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
ダ
ン
ス
が
す
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
お
ど
る
の
は
、
気
も
ち
が

い
い
し
。
み
ん
な
の
う
ご
き
が

そ
ろ
っ
て
お
ど
れ
る
と
、
楽
し

い
か
ら
で
す
。
今
回
、
ダ
ン
ス

の
先
生
が
教
え
て
く
れ
た
ふ
り

つ
け
は
、
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
上
手
に
な
り
た
か
っ

た
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
家
で
同
じ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の

お
ね
え
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
ク
ラ
ブ
の
友
だ
ち
と
あ

つ
ま
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま

し
た
。
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
先
生
に

聞
い
た
り
、
み
ん
な
で
教
え
あ

っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
、
は
っ

ぴ
ょ
う
会
に
む
け
て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

は
っ
ぴ
ょ
う
会
で
は
、
少
し

ふ
り
を
ま
ち
が
え
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
と
え
顔
で
、
楽
し
み
な

が
ら
、
お
ど
れ
ま
し
た
。
見
て

い
る
人
も
、
は
く
手
を
し
て
く

れ
た
り
、
え
顔
が
見
ら
れ
た
の

で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。は

っ
ぴ
ょ
う
会
を
お
え
て
、

わ
た
し
は
ダ
ン
ス
が
も
っ
と
す

き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
れ
ん
し
ゅ
う
し

て
、
上
手
に
お
ど
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

（
滞
米
６
年
）

□
　
　
□
　
　
□

https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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The largest
festival of con-
t e m p o r a r y
Japanese cine-
ma in North
America, this
year’s JAPAN
CUTS at Japan
Society serves
up 42 films
from July 19-28, featuring more than 20
guest filmmakers and talent in person
for daily post-screening Q&As.

“This 13th edition of JAPAN CUTS
provides testament to the continued
vitality of contemporary Japanese cine-
ma with a wide array of films by emerg-
ing filmmakers who dare to take formal
and thematic risks,”  says Kazu
Watanabe, Japan Society Deputy
Director of Film.

“They are paired with a roster of vet-
eran directors who similarly began their
career in the spirit of creative innova-
tion, and who continue to expand their
vision in new directions,” he continues.
“Together, they tackle stories about
existential ennui, class conflict and
social discrimination through a range of
filmmaking practices that continually
subvert expectations and expand our
notion of what Japanese cinema is.” 

The Opening Film on July 19 is the
U.S. premiere of “Dance with Me,” an
office comedy-road trip-musical direct-
ed by “Waterboys” helmer Shinobu
Yaguchi, featuring a breakout perfor-
mance by star Ayaka Miyoshi. The fes-
tival’s Centerpiece Presentation on July
24 is the East Coast premiere of
“Killing,” a subversive samurai drama
and meditation on the nature of violence
by internationally renowned cult direc-
tor Shinya Tsukamoto (“Tetsuo: The
Iron Man”), who will be presented with
the 2019 CUT ABOVE Award for
Outstanding Achievement in Film prior
to the screening. Tsukamoto will also
introduce a special 35mm presentation
of his 1998 black-and-white classic
“Bullet Ballet” on July 25.

The Closing Film on July 28 is the
North American premiere of director
Yuko Hakota’s remarkable debut fea-
ture “Blue Hour,” a comedic drama

JAPAN CUTS 
at Japan Society

by Justin Tedaldi

about rural homecoming and reinven-
tion starring festival guests Kaho and
Eun-kyung Shim. 

For more information and to pur-
chase tickets, visit
www.japansociety.org/JAPANCUTS.
(Justin Tedaldi has written about
Japanese arts and entertainment since
2005. For more of his stories, visit
http://jetaany.org/magazine.)

Hosted by the KJ International
Artist Association, the KJ Japanese
Artist Show will be held on
Wednesday, July 24 at 7:30 PM at
Carnegie Hall’s Weill Recital Hall
(881 7th Avenue, 57th Street).

The special guest will be Tsunaki
Mihara, a former member of the leg-
endary band Blue Comets. This band
performed together with The Beatles
when they first visited Japan, and also
was the first-ever Japanese performing
act on The Ed Sullivan Show. Mr.
Mihara was also responsible for com-
posing songs from the mid-to-late
period of the Blue Comets' career,
such as “Ame no Akasaka.” After
Blue Comets disbanded, Mihara
formed the Tsunaki Mihara Band, and
performed as a backup band for singer
Hiromi Go. He is still active today,

holding live performances throughout
Japan. 

The MC will be singer Toshimi Kajiki.
In addition, Manji Inoue’s ceramic art,
which was deemed an “important intangi-
ble cultural property” by the Japanese

government, will be presented alongside
an exhibition of work by Carnegie Hall
interior designers.

Roma Toniolo, a Paris Fashion Week
model who became well-known for repur-
posing a kimono into a dress, will come
from France to attend. Famous Japanese
gospel singer active in the United States,
TiA, will also perform.

Admission is free. For more informa-
ton and to purchase tickets, call 609-325-
0476 or e-mail kjfashow@gmail.com.  
(Written by Ryoichi Miura / Translated by
Yudai Kaneda)

K.J.JAPANESE 
ARTIST SHOW 

BLUE COMETS OLD BOY

TSUNAKI  MIHARA
TO SING AT CARNEGIE HALL

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

Tsunaki Mihara

TiA

Toshimi KajikiManji Inoue's ceramic art

You can read the whole layout of the newspaper
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www.nyseikatsu.com
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真
面
目
に
働
き
30
余
年
を
平

穏
無
事
に
生
き
て
き
た
男
が
暴

漢
に
襲
わ
れ
た
の
を
機
に
自
分

を
根
底
か
ら
変
え
よ
う
と
す

る
。
ブ
ラ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ
ー
、

カ
ル
ト
コ
メ
デ
ィ
ー
分
野
を
得

意
と
す
る
「
フ
ォ
ー
ル
ツ
」

（
２
０
１
４
年
）
の
ラ
イ
リ

ー
・
ス
タ
ー
ン
ズ
が
脚
本
・
監

督
。
爆
笑
シ
ー
ン
に
は
背
筋
に

冷
た
い
も
の
を
感
じ
る
ダ
ー
ク

さ
が
し
っ
か
り
は
り
つ
い
た
相

反
仕
立
て
だ
。

マ
ッ
チ
ョ
マ
ン
か
ら
最
も
か

け
離
れ
た
位
置
に
い
る
主
人
公

ケ
イ
シ
ー
に
は
ジ
ェ
シ
ー
・
ア

イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
。
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
10
年
）

の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ

役
で
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
男
優
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
演

技
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
弱
腰

で
繊
細
な
ケ
イ
シ
ー
が
自
分
を

乗
り
超
え
る
過
程
で
表
情
や
歩

き
方
は
も
と
よ
り
指
の
動
き
ま

で
主
人
公
の
心
理
を
精
妙
に
表

す
あ
た
り
は
脱
帽
レ
ベ
ル
だ
。

ケ
イ
シ
ー
は
会
計
士
と
し
て

会
社
勤
め
を
し
、
休
暇
も
あ
ま

り
と
ら
ず
ボ
ス
か
ら
は
信
頼
さ

れ
て
い
る
。
お
と
な
し
く
体
も

ス
リ
ム
で
ど
こ
か
中
性
的
で
他

の
男
性
社
員
か
ら
は
浮
い
て
い

る
。
感
情
の
起
伏
を
表
に
出
す

方
で
は
な
く
、
ペ
ッ
ト
の
犬
も

飼
い
主
に
似
た
の
か
、
ケ
イ
シ

ー
が
帰
っ
て
来
て
も
尻
尾
を
振

っ
て
飛
び
着
い
て
き
た
り
せ
ず

じ
っ
と
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い

る
。あ

る
夜
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を

買
い
に
行
っ
た
帰
り
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
数
人
の
男
に

暴
行
さ
れ
重
傷
を
負
っ
た
。
ケ

イ
シ
ー
は
傷
が
治
っ
て
か
ら
も

恐
怖
で
身
が
縮
ま
り
ト
ラ
ウ
マ

に
苦
し
む
。
護
身
用
に
銃
を
買

い
に
行
く
が
、
銃
が
唯
一
の
頼

り
と
い
う
の
は
銃
が
無
か
っ
た

ら
全
く
の
無
防
備
状
態
に
な
り

心
も
と
な
い
。

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
空

手
道
場
で
練
習
を
見
学
、
セ
ン

セ
イ
（
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ニ

ヴ
ォ
ラ
）
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

と
話
し
、
空
手
で
自
分
を
鍛
え

る
こ
と
で
護
身
術
が
身
に
つ
く

の
で
は
と
始
め
る
。
熱
心
な
練

習
と
訓
練
の
結
果
、
ケ
イ
シ
ー

は
恐
怖
心
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て

い
く
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
ま

だ
ま
だ
実
戦
で
は
使
え
な
い
。

ケ
イ
シ
ー
の
心
を
読
み
取
っ

た
セ
ン
セ
イ
は
選
ば
れ
た
者
だ

け
が
参
加
で
き
る
ナ
イ
ト
レ
ッ

ス
ン
を
ト
ラ
イ
し
て
み
な
い
か

と
誘
う
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
訓

練
と
は
違
う
異
様
な
光
景
だ
っ

た
。恐

怖
、
ト
ラ
ウ
マ
、
妄
想
が

ジ
グ
ザ
グ
で
進
行
す
る
悲
喜
劇

的
ホ
ラ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と

も
い
え
る
。
１
時
間
44
分
。
Ｒ
。

（
明
）

恐
怖
と
妄
想
の
果
て
に

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■
AAMC Lincoln Square 13

1998 Broadway

AMC Loews Village 7
66 3rd Ave. (11th St.)

Regal Essex Crossing & RPX
129 Delancey St. 

The Art of 

Self-Defense

ケイシー（アイゼンバーグ、左）はセンセイ（ニヴォラ、右）と敵対していく

P
h

o
to

 : B
le

e
c
k
e

r S
tre

e
t

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
フ
ィ
ル
ム

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
無

料
で
楽
し
め
る
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
主
催
の
夏
恒
例
イ
ベ
ン

ト
「
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ド
ア
ー

ズ
」
が
24
日
（
水
）
か
ら
８
月

11
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

今
年
は
70
年
代
の
ソ
ウ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
界
を
牽
引
し
た
ダ

ニ
ー
・
ハ
ザ
ウ
ェ
ー
の
娘
、
ラ

ラ
が
彼
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
を

歌
う
（
24
日
）
ほ
か
、
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
パ
テ

ィ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
（
８
月
10
日
）

や
往
年
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス

ビ
ー
（
８
月
11
日
）
な
ど
が
出

演
。
舞
踊
は
、
鮮
や
か
な
フ
ラ

メ
ン
コ
の
ス
テ
ッ
プ
が
観
る
者

を
魅
了
す
る
ヘ
ス
ス
・
カ
ル
モ

ナ
（
８
月
７
日
）
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
舞
踊
グ
ル
ー
プ
（
28
日
）
、

ラ
・
カ
シ
タ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が

音
楽
あ
り
歌
あ
り
の
舞
台
を
見

せ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
が
上
演
さ

れ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
音
楽

の
ル
ー
ツ
を
探
る
人
気
シ
リ
ー

ズ
で
は
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
ブ
ル
ー

ス
、
カ
ン
ト
リ
ー
な
ど
を
た
っ

ぷ
り
聞
か
せ
る
。

入
場
無
料
。
時
間
や
会
場
な

ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.lin
coln

cen
ter.org

を
参
照
。

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ー
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ド
ア
ー
ズ
ー

24
日
か
ら
来
月
11
日
ま
で

夏は野外の祭典

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://bleeckerstreetmedia.com/theartofselfdefense
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EVENT
■第41回サンダーバード・アメリカ
ン・インディアン・ミッドサマー・パ
ウワウ＝26〜28日 Queens County Farm
Museum（73-50 Little Neck Pkwy Floral
Park）Tel: 718-347-3276   入場料: $10

（大人）、$５（12歳未満）、ウィークエ
ンド・パス$16（大人） 40以上の部族
が参加するネィティブ・アメリカンの
ダンス競技会。アート＆クラフト、ジ
ュエリーなども販売される。　
詳細はwww.queensfarm.org/
■セレブレート・イン・ブルックリン
2019＝8月10日まで　時間と料金はイ
ベントにより異なる Prospect Park

（West & 9th St）Tel: 718-683-5600 雨
天決行　恒例のサマーイベント。コン
サート、ダンス、フィルムなどマルチ
カルチュラルなプログラムが楽しめる。
詳細はwww.bricartsmedia.org/
■ブロードウェー・イン・ブライアン
トパーク＝8月15日までの毎週木曜日
12:30　Bryant Park (bet Fifth Ave & 6th
Ave, and 40th St & 41st St)　入場無料
特設野外ステージにブロードウェーの
歌手やダンサーが登場しショーのハイ

ライト形式で人気ナンバーを披露する。
詳細はhttp://bryantpark.org/
■ビクトリアン・ガーデン＝9月8日ま
で　開園時間は曜日によって異なる
Wallman Rink (830 5th Ave) Tel:212-
982-2229  入場料：＄８.50（平日）
＄９.50（週末）乗物及びゲーム料金は
別途　夏季恒例、昔ながらのクラシッ
クな遊園地がセントラルパークの特設
会場に登場。乗り物やゲームが一杯で
家族みんなで楽しめる。
詳細はwww.victoriangardensnyc.com/

MUSIC
■カラモア音楽祭＝28日まで　公演内
容や時間、料金などは曜日によって異
なる Caramore Music Festival Site (149
Girdle Ridge Road Katonah NY) Tel: 914-
232-1242　夏の郊外で自然を背景に、
クラシック、オペラ、ジャズ、ソング
ブックなど、さまざまなジャンルの音
楽が演奏される音楽祭。
詳細はwww.caramoor.org/festival
■ブルーノート＝8月4日まで 20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592 出演：18日〜21日ラ
イフ・サイクル／22日〜24日ビクタ
ー・ウートン／25日〜28日メスヘル・
ネジェオチェロ／29日〜31日キオン・
ハロルド／8月1日〜4日アビシャイ・コ
ーヘン　　　詳細はwww.bluenote.net/
■ジョーンズビーチ・コンサート
2019＝8月4日まで 　時間と料金はアー
ティストによって異なる Jones Beach
Theater（Wantagh N.Y.）Tel: 800-279-
4444 、516-221-1000  出演: 20日フロ
リダ・ジョージア・ライン／21日キッ
ズ・ボップ・ライブ／26日311・アン
ド・ダーティ・ヘッズ／8月3日トレイ
ンほか／4日ブライアン・アダムズほか
詳細はwww.jonesbeach.com
■モーストリー・モーツァルト・フェ
スティバル2019＝8月10日まで　時間
と入場料、会場はパフォーマンスによ
って異なる（Lincoln Center内各会場）
Tel: 212-721-6500  舞踊、オペラ、演劇、
そしてモーツァルトにちなんだコンサ
ートなど、さまざまな音楽を紹介する。
詳細はwww.lincolncenter.org

DANCE&THEATER
■ジャパン・カッツ＝29日まで　内容
は時間は曜日によって異なる　Japan
Society (333 E 47th St) Tel:212-832-
1155　料金：＄14（大人）、＄11（JS
会員・学生・シニア）日本最新映画作
品を紹介する映画祭。今年は短編を含
め29作品、ほとんどの作品がニューヨ
ーク初公開。期間中、俳優や監督、映
画関係者を特別ゲストに迎える。
詳細はhttp://japansociety.org/
■シェークスピア・イン・ザ・パーク
公演＝8月11日までのほぼ毎日 20:00
Central Park Delacorte Theater（5th
Ave & 79th St Entrance, CPW & 81st St
Entrance）Tel: 212-260-2400  入場無料
人気の無料野外イベント。シーズン後
半は「コリオレイナス」を上
演する。チケットは当日正午以降に直
接デラコルテ野外劇場に行って入手す
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本
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広
告
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承
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ま
す

www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

403

２
４
０
０
０
回
の
キ
ス

ゴ
ー
ル
デ
ン
ハ
ー
フ

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年7月20日号

❶ マンハッタン大停電
その時の街の様子は？

カ
バ
ー
し
た
。
ポ
ス
ト
団
塊

世
代
に
は
こ
ち
ら
の
方
が
お

馴
染
み
か
。
日
本
が
高
度
成

長
期
の
ま
っ
只
中
に
い
た
時

代
、
誰
も
が
皆
元
気
だ
っ
た

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

るほか、同シアターでの抽選やオンライ
ンなどの方法がある。1人2枚まで。
詳細はwww.shakespeareinthepark.org
■ＨＢＯブライアント・パーク・サマ
ー・フィルム・フェスティバル＝8月12
日までの毎週月曜夜　午後５時開場、上
映は日没後　Bryant Park(bet Fifth Ave &
6th Ave, and 40th St & 41st St)　入場無
料　夏の夕べ、ピクニック気分でクラシ
ック映画を楽しめる。　
詳細はwww.bryantpark.org
■セントラルパーク・サマーステージ＝
9月24日まで　時間や場所は公演によっ
て異なる（市内各公園）入場無料　30年
以上続くサマーイベント。音楽、ダンス、
サーカス、アクロバット、子供や家族向
けプログラムなどのパフォーミングアー
ツを無料で体験できる。
詳細はwww.summerstage.org/

ART
■キャンプ・ファッション展＝9月8日ま
で　Metropolitan Museum of Art (1000
Fifth Ave) Tel:212-535-7710 入場料：
＄25（大人）、＄17（シニア）、＄12（学
生）、12歳未満無料　NY州居住者および
NJ、NJ,CT州の学生は任意額（要IC提示）
スーザン・ソンタグ（故人）が執筆した

「キャンプについてのノート」に着想を
得て、大袈裟で行き過ぎたファッション
を集めて展示中。デザイン分野でも多彩
な才能を輩出してきたゲイカルチャーを
含め、ファッションは色彩やプリント、
パターン、素材、シルエット、装飾とい
った多様な要素を用いて美意識を誇張表
現してきた。楽しいお祭りのような展示。
詳細はwww.metmuseum.org
■ホイットニー・ビエンナーレ＝9月22
日まで　Whitney Museum of American
Art (99 Gansevoort St. ) Tel: 212-570-
3600 ＄25（大人）、＄18（シニア・学生）
18歳未満は無料アメリカ美術に特化した
同館が２年に一度行うアート界の最先端
を紹介する特別展。今回は絵画、彫刻、
インスタレーション、映像、写真、音響
など75人の作品が並ぶ。
詳細はwww.whitney.org
■プレイ・イット・ラウド／ロックン・
ロ ー ル の 楽 器 ＝ 10月 1日 ま で
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710　入場料：同上
ロックミュージシャンの愛用楽器を集め
て展示。ボブ・ディラン、エルビス・プ
レスリー、ブルース・スプリングスティ
ーン、ジョン・レノンなどの80人以上の
アーティストが愛用した楽器が並ぶ。

「ロックの殿堂」との共催。　
詳細はhttps://metmuseum.org
■ティファニーのガラスの虹色合い展＝
10月6日まで　Queens Museum (New
York City Bldg. Flushing Meadows Corona
Park) Tel:718-592-9700 入場料：＄8（大
人）。＄4（シニア）18歳未満無料　米ス
テンドグラス製作で第一人者として名を
残すルイス・C・ティファニー。ノイシ
ュタット夫妻の膨大なコレクションから
展示。フランスでアールヌーボーに触発
されたティファニーが古いヨーロッパの
技法を再現しデザインとカラフルな色彩
を加味して創り出したガラスに魅了され
る。詳細はhttps://queensmuseum.org

も
と
も
と
は
、
ロ

カ
ビ
リ
ー
全
盛
時
代

の
歌
手
、
藤
木
孝
の

１
９
６
１
年
の
デ
ビ

ュ
ー
曲
。
そ
れ
を
10

年
ほ
ど
た
っ
た
72
年

に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ハ
ー

フ
が
「
２
４
０
０
０

回
の
キ
ス
」
と
し
て

英
国
式
カ
レ
ー
を
手
本
に
し

た
日
本
で
は
、
カ
レ
ー
の
調
理

法
が
紹
介
さ
れ
た
５
年
後
の
、

１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
に
は
、

東
京
の
「
凮
月
堂
」
で
一
皿
８

銭
で
売
り
出
し
た
と
の
記
録
が

残
る
。

さ
て
、
当
時
の
８
銭
が
高
い

の
か
安
か
っ
た
の
か
見
当

が
つ
か
な
い
。
何
か
手
が

か
り
に
な
る
物
の
値
段
は
な
い

も
の
か
。

見
つ
け
た
。
明
治
10
年
の

「
そ
ば
の
値
段
」
だ
。
「
そ
ば

（
も
り
・
か
け
）
８
厘
」
と
出

て
い
る
。
厘
と
は
貨
幣
の
単
位

で
、
円
の
１
０
０
０
分
の
１
、

銭
の
10
分
の
１
を
表
す
が
、
わ

た
し
は
厘
を
知
ら
な
い
。

そ
ば
８
厘
時
代
に
カ
レ

ー
は
10
倍
も
す
る
高
級
西

洋
料
理
だ
っ
た
。
令
和
元

年
、
そ
ば
屋
の
「
も
り
・

か
け
」
７
０
０
円
と
す
る

と
、
１
４
２
年
前
、
カ
レ

ー
は
７
０
０
０
円
も
し
た

こ
と
に
。
高
い
！

現
在
、
安
い
カ
レ
ー
シ

ョ
ッ
プ
だ
っ
た
ら
７
０
０

円
で
食
え
る
、
な
ん
と
あ

り
が
た
い
時
代
に
な
っ
た

こ
と
か
。
カ
レ
ー
が
日
本
の
国

民
食
と
な
っ
た
裏
に
は
１
０
０

年
以
上
に
わ
た
る
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
カ
レ
ー
よ
、
あ
り

が
と
う
。

（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

282：1877年当時のカレーの値段

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
井
知
恵
美

が
率
い
る
中
井
知
恵
美
ラ
テ
ン

ジ
ャ
ズ
カ
ル
テ
ッ
ト
が
、
８
月

８
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分
か

ら
７
時
ま
で
、
ジ
ャ
ズ
の
老
舗

バ
ー
ド
ラ
ン
ド
（
西
44
丁
目
３

１
５
番
地
）
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
う
。
中
井
は
今
年
３
月
、
３

枚
目
の
Ｃ
Ｄ
「
ア
セ
ン
ダ
ン
ト
」

を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
出
演
は
中

井
知
恵
美
の
ほ
か
、
ア
レ
ハ
ン

ド
ロ
・
ア
ビ
レ
ス
（
ア
ル
ト
サ

ッ
ク
ス
）
、
カ
ル
ロ
・
デ
・
ロ

ー
サ
（
ベ
ー
ス
）
、
ビ
ン
ス
・

チ
ェ
リ
コ
（
ド
ラ
ム
ス
）
。

カ
バ
ー
チ
ャ
ー
ジ
30
ド
ル+

飲
食
ミ
ニ
マ
ム
10
ド
ル
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.birdlandjazz.com

/
calendar/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
京
都
倶
楽
部
は
８
月
24

日
（
土
）
夜
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

浴
衣
ク
ル
ー
ズ
を
開
催
す
る
。

出
港
は
午
後
６
時
、
帰
港
は
９

時
。
船
内
で
は
浴
衣
コ
ン
テ
ス

ト
、
飴
細
工
、
風
船
ア
ー
ト
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
食
事
付
き
、

ド
リ
ン
ク
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ー
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
。
定
員
３

０
０
人
。
参
加
費
は
31
日
（
水
）

ま
で
の
申
し
込
み
で
大
人
85
ド

ル
。
詳
細
は
12
面
の
広
告
参
照
。

ピ
ア
ノ
の
中
井
知
恵
美

ラ
テ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
カ
ル
テ
ッ
ト

８
月
８
日
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

浴
衣
ク
ル
ー
ズ
８
月
24
日

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

http://www.yamagatadental.com
http://jweeklyusa.com
https://www.youtube.com/watch?v=8e7j7m6CidQ
https://youtu.be/UZmPj6mx_FU
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Ahn Sinjae Takuro Okuda Mayu Fujisawa Shino Takeda Eiji Yuzawa

Hideto Hyodo Mikiko Minewaki Hideyuki Kato Khayah Takumi Bando

The 1st Exhibition in New York
from Jul.25 to Jul. 28th of 2019 at One Art Space

オンラインミュージアム iiwii (イーウィー) 

初のエキシビジョンをニューヨークで開催します!
俳
優
と
し
て
「
硫
黄
島
か

ら
の
手
紙
」
な
ど
の
ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
に
も
出
演
し
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
ま
た
全
世
界

で
大
人
気
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
「
ザ
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
」

の
日
本
版
司
会
を
務
め
る
坂

東
工
さ
ん
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
うiiw

ii

（
イ
ー
ウ
ィ

ー
）
美
術
館
。

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
記

念
し
て
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
・

O
ne

A
rt

Space

に
て
７
月

25
日
か
ら
28
日
ま
で
、
初
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展
を
開
催
す

る
。
最
新
の
Ａ
Ｒ
技
術
や
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
搭
載
し
、

全
世
界
に
向
け
て
人
と
ア
ー

ト
を
結
ぶ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

創
作
す
るiiw

ii

の
取
り
組
み

は
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
集

め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
は
目
標
金
額
を
早
々

に
達
成
す
る
な
ど
、
ア
ー
ト

業
界
の
み
な
ら
ず
、
個
人
や

企
業
か
ら
も
注
目
を
集
め
て

い
る
。
本
展
で
は
坂
東
が
製

作
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
の
渡
辺
謙
の
衣

装
を
は
じ
め
、
球
体
人
形
、

絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
な
ど
今
注
目
す
べ
き

10
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
を
展
示
す
る
。

坂
東
さ
ん
は
「iiw

ii

は
Ｎ

Ｙ
を
皮
切
り
に
世
界
各
国
で

展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。
ア

ー
ト
を
体
験
す
る
人
に
と
っ

て
、
活
用
す
る
人
に
と
っ
て
、

そ
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身

に
と
っ
て
、
我
々iiw

ii

は
常

に
最
上
の
ア
ー
ト
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
皆
様
のiiw

ii

へ
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ
ー
テ

ィ
ー
は
７
月
25
日
（
木
）
午

後
５
時
30
分
か
ら
。
詳
細
は

https://iiw
ii.art/pages/

nyexhibition

を
参
照

iiw
ii

を
率
い
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

坂
東
工

会期:2019年7/25〜7/28
オープニングパーティー　■25日17:30(open) 18:00(start)

■26〜27日11:30~18:00    ■28日11:30~16:00

会場:One Art Space
23 Warren Street, Street level Gallery1, 
New York, NY10007

運営会社:株式会社 MORIYA

住所:〒150-0031 

東京都渋谷区桜丘町23-17 #408

メールアドレス：info@moriya-art.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
写
真
家
の
栗
岡
彩
織

が
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る

「S
ap

h
ira

&
 

V
en

tu
ra

G
allery

」
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー

ト
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｎ
Ｙ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｓ
）
に
よ
る
ア
ー
ト
シ
ョ

ー
「
サ
イ
ド
・
バ
イ
・
サ
イ
ド
」

に
参
加
し
作
品
を
展
示
す
る
。

「
サ
イ
ド
・
バ
イ
・
サ
イ
ド
」

は
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ニ
ス
に
あ
る

A
rte

S
p

azio
T

em
p

o
exhibition

space
(C

am
po

del
G

hetto, 2877 30121

V
enice, Italy) 

に
て
６
部
で

構
成
さ
れ
る
。
栗
岡
は
17
日
か

ら
30
日
（
火
）
ま
で
開
催
の
第

６
部
に
参
加
す
る
。

栗
岡
は
２
０
０
３
年
に
来

米
。
写
真
学
部
在
学
中
よ
り

数
々
の
展
示
会
や
著
名
な
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
。
卒
業
後

は
本
格
的
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
と
し
て
写
真
家
活
動
を
始

め
る
。
花
、
花
弁
を
モ
チ
ー
フ

に
撮
影
し
た
も
の
を
中
心
に
展

示
作
品
を
精
力
的
に
作
り
続
け

て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.n

y
icas.org/spe-

cial-projects/

を
参
照
。

栗岡彩織

花の写真展

短
編
映
画
「
ヨ
シ
先
生
の
ひ

ど

い

一

日

（

M
aster

Y
oshi's

T
errible

D
ay

）
」

が
８
月
１
日
（
木
）
午
後
８
時

か
ら
、
リ
ー
ガ
ル
・
エ
セ
ッ
ク

ス
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
（
デ
ラ
ン

シ
ー
通
り
１
５
０
番
地
）
で
上

映
さ
れ
る
。

42
年
の
歴
史
を
持
つ
ア
ジ
ア

ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
国
際
映
画
祭

（
Ａ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
で
入
選
を
果

た
し
た
同
作
品
は
、
２
０
０
６

年
に
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
さ
れ
た

総
合
格
闘
家
の
挑
戦
を
受
け
て

秒
殺
さ
れ
た
「
気
の
達
人
」
の

ビ
デ
オ
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
て

制
作
。
自
分
の
生
徒
の
眼
の
前

で
屈
辱
的
な
敗
戦
を
し
た
思
い

込
み
の
激
し
い
自
称
「
気
の
達

人
」
ヨ
シ
が
、
も
が
き
苦
し
み

な
が
ら
も
人
生
の
目
的
を
再
度

掴
も
う
と
す
る
姿
を
描
く
。
監

督
・
脚
本
は
ケ
ン
・
リ
ン
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
出
演
は
ジ
ュ

ン
末
永
。
上
映
時
間
は
10
分
。

入
場
料
は
16
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.goelevent.com

/A
A

IF
F

/e/L
aughT

hroughI
t

を
参
照
。
同
サ
イ
ト
か
ら
チ

ケ
ッ
ト
購
入
時
に
プ
ロ
モ
コ
ー

ド
「U

O
M

X
x

A
A

IF
F

4
2

」

を
入
れ
る
と
20
％
オ
フ
と
な

る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
俳
優
の
高
島
ヒ
ロ
が
19

日
（
金
）
と
20
日
（
土
）
の
午

後
６
時
30
分
か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ア

タ
ー
（
西
45
丁
目
17-

19
番
地
）

で
上
演
さ
れ
る
新
作
「L

ove
T

hy
W

ill
B

D
one

」
に
主

役
の
一
人
と
し
て
出
演
す
る
。
　

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
プ
リ
ン

ス
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
名
曲

「L
ov

e... T
h

y
W

ill
B

e

D
one

」
に
着
想
を
得
て
制
作

さ
れ
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
レ
パ

ー
ト
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
が
主
催

す
る
シ
リ
ー
ズ
「
サ
マ
ー
・
プ

レ
イ
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
一
環
と
し
て
上
演
す
る
。
物

語
は
常
連
客
の
集
ま
る
バ
ー
で

の
決
断
や
裏
切
り
、
決
別
、
そ

し
て
新
た
な
始
ま
り
と
満
月
に

左
右
さ
れ
た
恋
人
た
ち
の
運
命

が
描
か
れ
る
。

長
崎
県
出
身
の
高
島
は
大
学

卒
業
後
、
２
０
１
７
年
に
来
米
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
演
劇
学

校
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
ア
ン
ド
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ア
ー
ツ
で
学
び
、
現
在
は

プ
ロ
の
役
者
と
し
て
数
々
の
作

品
に
参
加
し
て
い
る
。

入
場
料
は
20
ド
ル
（
オ
ン
ラ

イ
ン
で
事
前
予
約
し
当
日
現
金

に
て
支
払
う
）
。
予
約
・
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.m

a
n

h
a

tta
n

rep
.

co
m

/su
m

m
er-celeb

ra
tion-1 

を
参
照
。

オ
フ
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
高
島
出
演

草間彌生
来年NY展

ブロンクスNY植物園

日
本
を
代
表
す
る
現
代
美

術
家
、
草
間
彌
生
（
90
）
の

代
表
作
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ

ィ
・
ミ
ラ
ー
・
ル
ー
ム
」
が

来
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で
、

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
植
物
園
で
公
開
さ
れ
る
。
　

草
間
の
ア
ー
ト
が
無
限
大

に
広
が
る
鏡
の
部
屋
を
体
験

で
き
る
。
巨
大
彫
刻
の
新
作

も
野
外
展
示
さ
れ
る
予
定
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
ツ
ウ
ィ
ル
ナ
ー
画
廊
で

も
11
月
に
草
間
展
を
予
定
。

Ensemble, 2017

短
編
映
画
Ｎ
Ｙ
上
映

「
ヨ
シ
先
生
の
ヒ
ド
イ
一
日
」

https://iiwii.art/pages/nyexhibition?ls=en
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